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序

昭和56年4月に財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターが発足し，間もなく 4年が過

ぎようとしています。その設立の目的は，京都府内の埋蔵文化財の調査，保存，活用及び研

究を行い，その保護を図るとともに，先人の遺した文化財を大切にする考え方の普及育成に

努め，地域の文化の発展に寄与する乙とにあります。

当調査研究センタ ーの直面する事業は，京都府内の各地における埋蔵文化財の発掘調査で

あり，昭和59年度は， 39件の調査を実施しました。乙れらの発掘調査は， いずれも道路建設，

学校建設，宅地造成などの開発事業lζ伴う事前調査であり，調査によって発見された遺跡の

多くは調査終了後破壊され，消滅する運命にあります。しかし，発掘調査したすべての遺跡

が開発事業により消滅していいはずがありません。一つでも多くの遺跡がその重要性を理解

され，現状のまま保存されることが望ましいのは言うまでもありません。

との「京都府遺跡調査概報」は，遺跡の重要性を理解していただくために， またたとえ保

存が困難な遺跡についても正確な記録を作成し，その活用を図るために刊行するものであり

ます。昭和59年度は，第13冊，第14冊，第15冊， 第16冊の4冊にまとめるととにしましたが，

この第15冊には長岡京跡第118次調査ほか7件を収録しました。調査結果を速報として掲載

した「京都府埋蔵文化財情報」とあわせて御活用いただければ幸甚であります。

この報告書をまとめるまでの現地調査では，開発関係者はもちろんのこと京都府教育委員

会，各市町村教育委員会をはじめ関係機関の御協力を受け，さらに炎暑の下，極寒の中で熱

心に作業lζ従事していただいた多くの方がたがあります。この報告書を刊行するにあたって，

乙れら多く の関係者に厚く御礼申しあげます。

昭和 60年 3月

財団法人 京都府埋蔵文化財調査研究センタ ー

理 事長 福 山 敏男
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表のとおりである。

費負担者

荷乙訓土木事 ｜｜ 山口 博喜
三好博

乙訓土木事 I 石黒坪尾 一政樹信

博

乙訓土木事
竹井治雄

市 ｜ 石長山谷尾口川政達博信

1. 本冊lζ収めた概要は，

1. 長岡京跡右京第165次 2. 長岡京跡左京第115次

3. 長岡京跡右京第171次 4. 長岡京跡左京第119次

5. 長岡京跡右京第153次 6. 長岡京跡右京第156次

7. 長岡京跡（立会調査） 8. 長岡京跡左京第118次

を対象としたものである。

2. 各遺跡の所在地，調査期間，経費負担者及び概要の執筆者は下

所名跡遺 在 経費

長岡京市開田2丁目

長岡京市大字馬場小字六
／坪ほか

長岡京市今里3丁目 ・4
丁目

向日市上植野町西大田

長岡京市今里4丁目

6.長岡京跡右京第
156次

大山崎町円明寺夏目21番
地ほか

7 差問立会調 ｜長岡町内

8. 長岡京跡左京第 l向日市森本町小柳22～30
118次 ｜ ほか
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3. 本冊の編集には，調査課企画資料担当が当った。
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昭和59年度長岡京跡の発掘調査

昭和59年度長岡京跡の発掘調査

昭和59年度当調査研究センターでは，長岡京跡の発掘調査として右京域2件，左京域3件

の計5件行った。との他，府道大山崎大枝線の拡幅工事lζ伴う立会調査を行っている。所在

地等については，下記表及び位置図のとおりである。

とれらの調査のうち，府道開田 ・神足線歩道設置工事lζ伴う右京第165次調査では西一坊

大路の東西両側溝を確認し，都市計画街路外環状線街路改良工事に伴う右京第171次調査で

は，西二坊大路の東側溝を検出するとともに，右京第27次調査で検出していたL字状lζ曲が

る古墳時代の溝を検出し， これが帆立貝形をした古墳の周濠である可能性がでてきた。ま

た，乙の調査では弥生時代中期の円形竪穴式住居跡を検出した。との他，左京第115次調査は，

国道171号線の歩道設置工事lζ伴う調査で，古墳時代中期の溝を検出している。左京第118次

調査は，向日市体育館建設に伴う調査で，狭小な面積が多い長岡京の調査のなかでは，広大

な面積の調査であった。南一条条聞大路の南北両側溝を検出し，整然と並ぶ長岡京期の多数

の掘立柱建物跡や井戸を検出した。また，墨書土器も多く出土し，「内膳」と記したものなど

があった。左京第119次調査は，向陽高校の トレーニンクツレーム建設に伴う調査で，三条大路

北側溝や長岡京造営lζ伴うわだち群などを検出した。また，「口口口板一村口」と記された木

簡や「蹟」 ・「女」 ・「福」等と記された墨書土器が出土している。立会調査は，長岡京跡の西

縁部に当り，丘陵裾に位置した場所である。長岡京iζ関する顕著な遺構は認められなかった。

本概報では，乙れら6件の調査と，昨年度調査のうち右京第153次 ・156次調査を6の府道

立会調査の中で併せて報告する。右京第153次 ・156次の2件の調査の所在地等は，表のとお

りである。

昭和 59年度 長岡京跡調査地一覧表

＼ ｜次 数 ｜地 区 所 在 地 期 間

1 右京第165次 7 ANKSM-3 長岡京市開国3丁目 s. 59. 5. 21～59. 6. 14 
2 。第171次 7 AN I TT-10 長岡京市今里4丁目 59. 7. 9～59. 10. 13 

3 左京第115次 7ANMKK 長岡京市神足上八ノ坪他 59. 9.21～59. 10.29 

4 。第118次 7 ANDKG-3 向日市森本町小柳・鶏冠井町十相 59.10. 18～60. 2. 14 E J S-3 
5 グ第119次 7ANFNT-4 向田市上植野町西大田 59. 10. 11～59. 11. 30 

6 府道立会調査 長岡京市粟生 59. 6.23～59. 7. 26 
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長岡京跡右京第165次

1. 長岡京跡右京第165次発掘調査概要

(7ANKSM-3地区）

1. はじめに

京都府乙訓土木事務所では，府道開田 ・神足線の歩道設置工事の計画があり，当該地が長

岡京跡の一部iζ当ることから，京都府教育委員会と協議した結果，発掘調査の必要があり，

当調査研究センターにその依額があった。今年度依頼のあった場所は，現在の長岡京市開田

二丁目で，長岡京跡の右京六条二坊一町及び六条一坊十六町と西ー坊大路の推定地lζ当る。

西ー坊大路については，今回調査地の南方にある長岡京市立神足小学校の体育館改築工事に
（注1)

伴う右京第77次調査によって，東西両側溝を検出し，道路位置が確認されている。 しかし，

西側溝と推定されるSD7790は，後世の削平が著しい状況であった。

乙の他，近辺の調査としては， 西方約180mのととろで，府道開田 ・神足線歩道設置工事

lζ伴う調査として実施した右京第148次調査があり，長岡京期の東西5聞の規模を有する掘立
（注2)

柱建物跡を検出した。 また，西方約300mのととろの右京第11次 ・96次調査では五条大路の

1 
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（注3〕

南北両側溝を確認し，西北約 200m のととろで実施した右京第155次調査では，くり抜きの

井筒を有する長岡京期の井戸を検出している。

今回の調査では，西ー坊大路の東西両側溝を検出する ζとを主要な目的とし，道路や隣接

地への進入路を確保するため，両側溝推定地lζ幅約 2.2m・長さ 10m 前後の トレンチを入

れて行う ζととした。調査は，当調査研究センター調査員の山口 博 ・三好博喜が担当し，

昭和59年5月21日から6月14日まで実施した。その間，調査補助員として，またその後の整

理作業に整理員として，肥後弘幸 ・高谷幸美 ・山下京介 ・戸波みどり ・神山久子 ・加藤由美

・赤司 紫 ・山本弥生等の諸氏の参加を得た。また，京都文教短期大学教授中山修一先生を

始め，長岡京市教育委員会 ・（財）長岡京市埋蔵文化財センター・長岡京跡発掘調査研究所の

方々には，調査に際して御指導 ・御協力を得た。記して謝意を表したい。

なお，本概要の執筆は，「3.検出遺構」を三好が，他を山口が担当した。

2.調査の経過

現地調査は，昭和59年5月218から資材の搬入及び右京第77次調査の成果から国土座標値

を介して トレンチ位置を決めるなどの作業を行し、 5月25日lζ重機を入れて盛土等を除去し，

翌日から人力での掘削に入った。 トレンチは，前述したように西一坊大路東西両側溝推定地

iζ幅約 2.2m・長さ約 10m 前後のものを2本入れ，西を第1トレンチ， 東を第2トレンチ

とした。

遺構検出作業は，まず第1トレンチから入った。第1トレンチでは，床土の下に長岡京期

の造物を含む灰褐色粘質土層が約0.2m存在し， ζの層を除去して黄褐色粘質土層の地山と

なり， ζの面で西一坊大路の西側溝と推定される南北溝（SD16503）や長岡京期の土拡（SK

16501）・ピット等を検出した。乙れらの遺構を掘りあげ，写真撮影 ・遺構実測等を終え，断

ち割りの小トレンチを入れて土層図の作成等を行った後，6月3日lζ埋め戻し，第lトレン

チの調査を終了した。

第2トレンチは， トレンチ西端部や東端部lと近世から現代の撹乱があり， 5月30日からま

ずとの撹乱の除去作業に入った。との トレンチでは，近世から近代の造物を含む褐色土層の

下lζ濃褐色粘質土の長岡京期の遺物包合層が約 0.15m 存在し，この層を除去すると暗黄褐

色粘質土層となり，との層の上面で西一坊大路東側溝と推定される南北溝 （SD16507）等を検

出した。との暗黄褐色粘質土層は，厚さ約0.1mで，との層の下に地山の黄褐色粘質土層が

存在し，長岡京期lζ整地を行った際の客土かと思われる。

その後，遺構を掘りあげ，写真撮影・遺構実測等を終え，6月6日lζ関係者説明会を聞い

- 2 -
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た後，断ち割りの小トレンチを入れて土層図作成等を行い，6月8日lζ第2トレンチを埋め

戻した。そして，資材等の運搬や周辺の地形測量等を行い，6月14日に現地調査を終了した。

3.検 出 遺構

第1トレンチで検出された遺構には土拡2か所（SK16501・SD16504），講2条（SD16502・

SD 16503）およびピット数か所がある。ほかに，中世に属すると思われる溝も数条検出され

ている。第2トレンチでは，近世から現代にかけての撹乱が著しく， 満1条（SD16507）と

ピット数か所とが検出されただけであった。

以下，各遺構の概要を記述する。

SK 16501 第1トレンチ北西辺部で検出した。 トレンチ外に延びており規模は不明であ

る。深さは約0.1mを測る。土拡内には暗褐色の粘質土が堆積しており，長岡京期の土師器・

4
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長岡京跡右京第165次
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第 5図 SD16503・16507土層図

SD16503 SD16507 
1. 階褐色粘質土居 1. 褐色砂質土層
2. 暗褐色粘質土層（黄褐色粘質土を含む） 2. 暗褐色粘質土居
3. 灰色砂居 3. 暗褐色砂質土居 (I擦を含む）

4. 暗褐色土層
5. 暗褐色砂質土層（黄褐色土混じる）

須恵器などが出土した。

SD 16502 第lトレンチ西辺部で東肩部を検出した。深さは約 0.2mを測る。議内には

暗褐色の粘質土が堆積しており，長岡京期の土器類が若干出土した。土拡 SK16501との時

期差はほとんど認められなL、。しかし，重複関係から土拡 SK16501よりも古い乙とが判る。

SK 16503 南北方向の素掘りの溝で， 約 2.1m にわたって検出した。 幅約 1.1m・深さ

約0.3mを測る。埋土は2層に分かれ，上層lζ暗褐色粘質土があり，下層lζ薄く砂磯が堆積

していた。造物の大半は砂磯層から出土したもので，長岡京期の土師器や須恵器 ・土馬など

がある。

また，溝内には両肩部から約 0.15～0.3mの地点lζ径 0.1～0.15m，深さ 0.1m程度のピ

ット列を検出した。とのピット列は，間隔は不揃いであるが，東西のものがほぼ対応して並

んでいる。土留用の杭あるいは橋などの講に付属した何らかの施設が考えられる。

なお，国土座標値から溝 SD16503は，溝 SD7709および溝 SD7708の延長線上K載る
（注5)

もので，西一坊大路西側溝にあたると思われる。

SK 16505 径約 1.2 m・深さ約 0.7mを測り，第1トレンチの東辺部で検出した。埋土は

2層lζ分かれる。上層は褐色土で，下層は黄褐色粘質土（地山）が混入した褐色土であった。

遺物はまったく含まれておらず，時期は不明である。

SD 16507 南北方向の素掘りの講で，約2.2mにわたって検出した。幅約1.1m・深さ約

0.3m を測る。潜内の埋土は5層lζ分かれる。第1層は礁を含む褐色の砂質土である。第2

層は暗褐色粘質土で，第4層はやや砂質の暗褐色土となっている。第3層は礁を含んだ褐色

砂質土で第2層と第4層との聞にレンズ状に堆積している。第5層は黄褐色土の混じった暗

- 5 -
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褐色の砂質土である。遺物の大半は，第2層および第3層から出土しており，土師器 ・須恵

器などがある。時期は長岡京期のものである。
（注6)

国土座標値から溝SD16507は，溝SD7701の延長線上に載るもので，西一坊大路東側溝に

あたると思われる。

その他の遺構 大路東西側溝lζ予想、される溝SD16507および溝SD16503から宅地側へ約

lmの地点、ICP 3および p5がある。p3は径約0.2 m・深さ約0.15mを測り，P5は

径約0.3m・深さ約0.5mを測る。いずれも 1か所のみ検出しただけで詳細は不明であるが，

柵などの構造物が存在した可能性も考えられる。

4.出土 遺 物

今回の調査では， SD16503・16507を中心に，長岡京期の須恵器 ・土師器 ・瓦等が出土し

た。以下遺構別に出土遺物について説明する。

SK 16501 出土遺物 ζの土拡からは，須恵器の蓋 ・杯（6），土師器の椀・護（30）等が出

土した。 6は，口径12.4 cm・高さ4.2cmを測り，平底の底部からやや内轡気味に外上方に

伸びる体 ・口縁部を持つ。内面及び体 ・口縁部外面lとは回転なでを施す。30は，口径12.8cm 

を測り，くの字状lζ外反する口縁部を持ち，端部を内側lと肥厚させる。体部外面iζ荒く刷毛

目を施し，口縁部内外面lとは横なでを行っている。

SD 16502出土遺物 須恵器の蓋(1）・杯等が出土した。 1は， 口径 10.6 cmを測り，平

坦な天井部と屈曲する縁部からなる。内外面回転なでを施す。

SD 16503出土遺物 須恵器の蓋（2）・皿（4）・杯（5・7・8）・壷 （12）・童話， 土師器の蓋

(13）・杯（14）・皿（17・20）・椀（24～28）・童話，土馬（31）等が出土した。

2は，口径 16.7 cmを測り，平坦な天井部と屈曲する縁部からなる.4は，口径 17.6 cm・

高さ 2.4cmを測り，平底の底部と短く外上方に立ち上がる口縁部からなり，端部に水平な

面を有する。内面及び口縁部外面は回転なでを施す。5は，口径 10.1cm・高さ4.1cmを測

り，平底の底部から外上方に聞く体 ・口縁部を持ち，端部は尖り気味iζ丸くおさめる。体 ・

口縁部の内外面に回転なでを施す。7・8は，体 ・底部の境いやや内側lζ高台を付し，体 ・口

縁部は外上方に聞く。8は，口径17.3 cm・高さ5.7cmを測り，ロ縁端部をやや尖り気味lと

丸くおさめる。いずれも体 ・口縁部内外面に回転なでを施す。12は，倒卵形の体部を持ち，

底部lと貼り付け高台を有する。口頭部を欠失するが，体部最大径が体部高を上回るものであ

る。休部最大径は，体部中央よりやや上にあり，底部外面lと箆記号を持つ。

13は，口径17.6 cmを測り，外面は箆削りの後箆磨きを加えている。14は，口径 18.8 cm 
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第 6図出土遺物 実 測図

1～12：須恵器 13～30 土師器 31：土馬 6・30:SK 16501出土 1: SD 16502出土
2・4・5・7・8・12～14・17・20・24～28・31:SD 16503出土 3・9・10・15・16・18・
19・21～23・29 SD 16507出土 11：包含層出土
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を測り，口縁端部を内側lとやや肥厚させる。外面には箆削りを施していた模様である。17は

口径15.l cm・高さ3.1cm, 20は， 口径19.9 cmを測る。 内轡気味に外上方に広がる口縁部

を有し， 17は端部を丸くおさめ， 18は内側IC肥厚させる。いずれも外面箆削りを施している。

24～27は，口径12～12.5 cmを測り，丸底乃至は小さな平底から内湾気味lζ外上方iζ聞く休

部および口縁部を持つ。27は， 端部をわずかに内側におりまげ，他は丸くおさめている。28

は，口径17.5 cmを測り， 端部をやや内側lζ肥厚させる。24～28はし、ずれも外面箆削りを施

すが， 27は，口縁部外面lζ削り残しの横なでが見られる。 31は，土馬の頭部で，他は欠失し

ている。現存長4.2cm・現存幅 3.6cmを測る。他lζ高台を有する土師器の杯の破片も数片

出土している。

SD 16507出土遺物 須恵器の蓋（3）・杯（9・10）・壷・塾，土師器の杯(15・16）・血（18・

19・21～23）・椀（29）・聾等が出土している他， 瓦や製塩土器も若干認められる。

3は，口径16.6 cmを測り，平坦な天井部と屈曲する縁部からなり，口縁部内外面lζ回転

なでを施す。9・10は，体 ・底部の境いのやや内側lζ高台を付し，10は，口径15.8 cm・高さ

5.8cmを測る。体 ・口縁部内外面は回転なでを施す。

15・16は，口径18.7 cmと19.l cmを測り， 15は，端部を内側にやや肥厚させ，外面調整

は口縁部lζ横なでを行い，体部以下に箆削りを施す。 18・19は，口径14.7cmと15.3cm・高さ

3cm前後を測り， 21は，口径 19.8 cm・高さ2cmを測る。平坦な底部と内湾気味lζ外上方

lと開く 口縁部からなり， 21は端部を内側lζ肥厚させる。 18もわずかに肥厚させ，19は丸くお

さめる。18・21は，外面箆削り。 19は，口縁部外面lζ横なでを施し，底部外面箆削りをする。

22・23は，口径 9cmと9.7 cm，高さ 1.6 cmと1.8 cmを測る小型の皿で，口縁端部を外反

させ，口縁部外面lζ横なでを施す。 端部lと炭の付着が認められるものがある。 29は， 口径

14.1 cm・高さ3.6cmを測り，小さな平底から内轡気味lζ聞く体 ・口縁部を持つ。外面には

箆削りを施している。

製塩土器は，器壁が比較的薄く ，胎土は密で砂粒を含んでいる。 乙の他，河内産と思わ

れる胎土をしたかまどの破片も出土している。 なお， 土師器の線刻土器は認められなかっ

ザー，
μ」。

その他の出土遺物 包含層から，須恵器の杯（ll）・蓋 ・童話，土師器の椀 ・血 ・瓦等が出土

した。11は，口径6.3cm・高さ 4.2 cmを測り， 平底の底部からやや外傾して上方lζ延びる。

瓦は，平瓦片 ・丸瓦片が少量出土し，1点のみであるが格子目叩きを有する平瓦片が出土し

7こ。

他lζ，床土や中 ・近世の遺構から，瓦器や近世陶磁器，桟瓦が若干出土している。
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5.小 結

今回の調査では，既述したように，右京第77次調査で検出した西一坊大路の東西両側溝－

SD 7701及び SD7708・7709ーの北への延長を確認するととができた。なかでも， SD7708

・7709の延長上ICSD 16503を明瞭な形で検出したことなど，前回の調査成果をさらに裏付

けるー資料となるであろう。今回検出した西一坊大路東西両側溝と推定される南北溝（SD

16503・16507）は，いずれも幅lm前後を有し，潜心々間で24.9m，講の両肩での路面幅は，

23.8mを測る。議の埋土や造物の出土状況は，SD16503とSD16507でやや様相を異にし，

水の流れていた状況及び溝の埋積過程に差があったことが判る。東側溝である SD16507の

方が，比較的早く埋積が始まり，水の流れも弱かった模様である。

出土造物については，両溝とも同様なものが出土しているが，SD16503には，燈明i皿とし

て使用されたと思われる小形の皿等が含まれないなど若干の相違がある。との相違は西ー坊

大路の両側の宅地（右京六条一坊十六町と六条二坊一町）の性格の違いをあらわすものであろ

うか。また，右京第77次調査での出土遺物と比べて， 土師器の線刻土器が認められなかった

ζとを除き，供膳形態のものが大半を占め，土師器の柄、を中心lζ口縁外面lζ横なでを行って

いるものがある程度見られるなど，器種構成や調整手法において同様の傾向を示している。

SD 16503で検出したピッ ト列は，東西のものが対応して存在する ζとや直線的に並ばず，

肩の斜面に位置するものがある ζとなどから，橋脚の一部である可能性が考えられるが，断

定するには至らない。現時点では，橋乃至は護岸等の施設があったものと指摘するにとどめ

たい。また， SD16503・16507の宅地側約 lmのところで検出したピッ ト（P-3・P-5）も，宅

地を囲む柵列の可能性があるが，推測の域を出るものではない。

今回の調査は， トレンチ幅も狭く ，面積も狭小であり，検出した遺構もどく限られた範囲

でしかなし、。まだまだ不明な点も多く，今後の調査に期待したL、。

（山口博 ・三好博喜）

注1 山本輝雄・木村泰彦「長岡京跡右京第77次（7ANKSM地区）調査概要」（『長岡京市文化財調

査報告書』第9冊長岡京市教育委員会）1982 

注2 黒坪一樹「長岡京跡右京第148次 （7ANKHTの2地区）」（『京都府埋蔵文化財情報』第11号

（財） 京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1984 

黒坪一樹「長岡京跡右京第148次調査概要 （7ANKHT-2地区）」（『京都府遺跡調査概報』第11

冊 （財） 京都府埋蔵文化財調査研究センター）1984 

注3 戸原和人「産業文化会館建設に伴う発掘調査概要長岡京跡右京第11次調査 （7ANKUT地

区）－J（『長岡京市文化財調査報告書』第5冊長岡京市教育委員会） 1980 
木村泰彦「長岡京跡右京第96次（7ANKUT-4地区） 調査概要」（『長岡京市埋蔵文化財センタ

一年報』昭和57年度 （財） 長岡京市埋蔵文化財センター） 1983 
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木村泰彦他「長岡京跡右京第96次調査概要 （7ANKUT4地区）」 （『長岡京市埋蔵文化財調査

報告書』第1集 （財） 長岡京市埋蔵文化財センター）1984 

注4 岩崎誠「長岡京跡右京第155次（7ANKST地区）調査概要」（『長岡市埋蔵文化財センタ一年

報』昭和58年度 （財） 長岡京市埋蔵文化財センター）1984 

注5 S Dl6503と SD7708・7709の国土座標値は下記のとおりである。
SD 7708 x = 119, 812. 4 y = 27, 373. 5 標高 16.88 m 

7709 X＝ー119,777. 6 Y = -'27, 373. 4 // 16. 88 m 

16503 X = 119, 724 Y = -27, 373. 5 // 17. 76 m 

注6 S Dl6507と SD7701の国土座標値は下記のとおりである。

SD 7701 N X＝ー119,769. 6 y = 27, 348. 8 標高 17.05 m 

S X = -119, 803. 8 Y = 27, 349. 0 I; 16. 749m 

16507 x = 119, 726. 2 y ＝ー27,348. 6 // 17. 598m 
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2. 長岡京跡左京第115次発掘調査概要

( 7 ANMK K地区）

1.はじめに

この調査は，京都府長岡京市の東部を南北lζ縦貫する国道171号の歩道設置工事計画lζ先だ

ち，建設省近畿地方建設局京都国道工事事務所の依頼を受けて，当調査研究センターが行っ

た発掘調査である。調査対象地は，国道の上り車線lζ沿って，延長約650mにわたる区間で

あった。該当する字名は，大字馬場小字六ノ坪，大字神足小字上八ノ年 ・四反田 ・麦生・雲

宮 ・大張の6か所におよぶ。この付近は，標高12～14mを測る沖積地で，本来，水田や畑

地として利用されていた地域である。ととろが近年，店舗 ・住宅 ・工場などの建設が著しく，

国道に沿って農耕地が残されている部分は減少してきている。発掘調査は， 歩道工事幅 ・工

法 ・地下埋設管などを考慮して， 農地に隣接した部分について掘削した。そのほかの部分に

ついては立会調査を実施した。

調査対象地は，長岡京跡の条坊復元によれば，左京の五条二坊と六条二坊との西部にあたる。

実際に掘削した地点は，長岡京跡の五条二坊三町にあたる神足小字上八ノ坪，六条二坊一 ・二

町にあたる雲宮，および東一坊大路に近い大張の3か所である。また，との付近は，長岡京跡

の範囲lζ含まれるとともに，弥生時代の雲ノ宮遺跡としても知られている地域である。こ ζ

第 7図 調査地位置図 (1/50,000) 
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では，名神高速道路建設の際の
〔注I) （注2)

調査や，左京第18次・35次調査な

どによって，弥生時代前期から

後期の土器や石器・木製品など，

多量の遺物が出土している。歩

道設置工事lζ伴い，昨年度調査

を行った左京第103次調査にお

いても， 瓦器などの遺物や古墳

時代前期の遺物を検出している。

調査は，長谷川達・三好博喜

が担当し，昭和59年9月21日か

ら周年10月29日まで，断続的l乙

行った。
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調査に際しては， 長岡京市教育委員会 ・財団法人長岡京市埋蔵文化財センタ ーをは
〈注3)

じめ，御協力をいただいた方々には， 改めて御礼申し上げます。

京都府遺跡調査概報

なお，

要概査調2. 

調査対象地に設けた トレンチは，歩道設置という工事の性格上，道路lと沿った細長いもの

さらに，埋設管や標識 ・電柱などの保護や，盛土崩落の防止 ・排水などの対策をlζTょっ7こ。

講じなければならなかった。

このため，検出された遺構は，

非常に断片的なものとなった。

による掘削を進め，

lζ調査を終了した。

調査は，全長約 650mの工事

区間のうち，水田 ・畑地lζ隣

の長さは約8.5m・幅は約2.4

床土 ・暗褐色砂質土 ・黒褐色

砂質土 ・暗青灰色粘質土の順

で堆積していた。暗青灰色粘

とのため，掘削 ・精査作業は

人力

暗青灰色粘質土の上面で暗黒

自然

接した3地点について4本の

約 lmの盛土の下lζ耕作土・

9月21日

9月28日

トレンチ

調査中は湧水lζ悩まされた。

質土は，湿潤な状況を呈し，

困難を極めた。調査の結果，

m を測る。基本的な土層は，

トレンチを設けて行った。

lζ重機掘削を行った後，

灰色の汚れを認めたが，

第 1トレンチは，

a
q
”

闘
レ
ミ
コ

'Q 
信号害線

地形の微妙な起伏と判断した。

土層断面の観察によっても遺レ ンチ位置図 (1/5,000) 
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構の存在は確認できなかった。遺物については，まったく出土していない。

第2トレンチおよび第3トレンチは， 9月25自に重機による掘削を行った後，人力による

掘削を進めた。第2トレンチは10月5日，第3卜レンチは10月6日にそれぞれ調査を終了し

た。この地点における基本的な土層は，約90cmの盛土の下lζ，耕作土 ・床土 ・暗褐色土 ・

暗茶褐色土 ・褐色土 ・暗青灰色砂質土の順で堆積していた。

第2トレンチは， 長さ約19.4m・幅約1.5mを測る。 ここでは， 盛土部分が砂利であった

ため，盛土の崩落が続いた。そのうえ，湧水もあり，調査は困難を極めた。しかし，約0.7m掘

り下げた暗青灰色砂質土の上面で，土拡状の落ち込みを 3か所（SK11501・SK11503・SK

11504），溝状の落ち込みを1か所（SD11502）を検出することができた。遺物は，弥生土器 ・

土師器・須恵器が少量出土しただけで，土拡状あるいは溝状の落ち込みに伴うものはなかった。

第3トレンチは， 長さ約19.6m・幅約l.8mを測る。 乙ζは湧水も少なく，比較的順調

に作業が進んだ。約0.6m掘り下げた暗青灰色砂質土の上面で， 溝状の落ち込み2か所（SD

11505・SD11506）を検出する ζとができた。遺物は，弥生土器 ・土師器 ・須恵器が出土して

いる。その大半は，溝SD11505から出土したものであった。

第4トレンチは，10月15日に重機による掘削を行った後，人力による掘削を進め， 10月23

日に調査を終了した。 トレンチの長さは約15.3m，幅は約2.0mを測る。基本的な土層は，

約lmの盛土の下K，耕作土 ・床土 ・灰白色土 ・淡褐色土 ・暗茶褐色土・褐色砂質土 ・暗黒

灰色粘質土のj慣で堆積していた。調査の結果，約0.7m掘り下げた褐色砂質土の上面で，溝

状の落ち込み1か所（SD11507）を検出した。また， 約0.9m掘り下げた暗黒灰色粘質土の上

面でも溝状の落ち込みlか所（SD11508）を検出することができた。遺物は，土師器 ・須恵

器が少量出土している。

なお，測量作業は，掘削作業の合間を見て，断続的lと行しり 10月29日にはすべての調査を

完了した。

3. 検 出 遺構

土拡 SK 11501 

第2卜レンチ中央付近で東側の一部を検出した。径約0.8m・深さ 0.12mを測る土拡状の

落ち込みである。暗青灰色砂質土lζ赤褐色砂礁が堆積したもので，遺物は出土していない。

自然地形の落ち込みとも考えられる。

溝 SD 11502 

第2トレンチ中央で検出した東西方向lζ走る溝状の落ち込みである。幅約3.15m・深さ

- 15 -
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約0.16mを測り，長さ約0.6m＇とわたって検 出した。暗青灰色砂質土の落ち込みに褐色砂礁が

堆積したもので，遺物は出土していない。

土拡 SK 11503 

第2トレンチの中央付近で東側の一部を検出した。暗青灰色砂質土lζ赤褐色砂礁が堆積し

た土拡状の落ち込みである。径約0.6m・深さ約0.2mを測る。遺物の出土はみられなかった。

土拡SK11501同様，自然地形の落ち込みとも考えられる。

土拡 SK 11504 

第2トレンチの南側で東端の一部を検出した。規模 ・平面形などは確定できていないが，

深さは約0.28mを測る。暗青灰色砂質土に掘り込まれたもので， 暗赤褐色砂質土が埋土であ

った。造物は含まれていなかった。

溝 SD 11505 

第3トレンチの北側で検出した東西方向に走る溝状の落ち込みである。幅約3.4m・深さ

約0.5mを測り，長さ 0.9mにわたって検出した。埋土は2層であった。上層には0.3m程

度の暗黒灰色粘質土があり，下層lζは砂と礁との互層が約0.2m堆積していた。造物のほ

とんどは，下層の砂磯層から出土したもので， 弥生土器・土師器 ・須恵器などがある。遺物

の出土状況には層位的な新旧関係がなく，すべてが混在した状態で出土している。遺物の時

期は，弥生時代から奈良時代にかけてのものがあり，かなりの時期差がある。 とのような遺

物の様相から，溝SD11505出土の造物は，外からの流れ込みと判断した。溝の時期について

は，特定し難い。

溝 SD 11506 

第3トレンチの南側で検出した東西方向に走る溝状の落ち込みである。幅約0.4m・深さ

約0.3mで， U字状を呈する。長さ約0.7mにわたって検出した。埋土は暗青灰色粘質土であ

る。遺物は，土師器の細片がわずかに出土しただけであった。

溝 SD 11507 

第4トレンチの北側で検出した。褐色砂質土iζ暗茶褐色土が堆積したものである。幅約

0.4m・深さ約O.lmを測る東西方向の溝で，長さ約1.2m＇とわたって確認した。造物は出土し

ていない。

溝 SD 11508 

第4トレンチの南端で，北側肩部のみを検出した。規模は不明であるが， 深さは約0.7m

を測る。全体lζ黒灰色砂礁が堆積し，上層lζ暗茶褐色砂礁がわず、かにのっていた。造物は土

師器の細片が少量出土した程度であった。
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4.出土 遺物

今回の調査を通して出土した造物には，弥生土器 ・土師器 ・須恵器 ・瓦器 ・陶磁器類があ

る。各 トレンチともに，床土以下で散発的lζ出土したが，時期の限定された包含層はない。

比較的まとまって出土したのは， 第3トレンチの溝SD11505で， 総出土量のほぼ半数を占め

る。 しかし， ほとんどが細片であったため，図示し得る土器は少なし、。以下，溝SD11505出

土の遺物を中心として，若干の説明を加えるととにする。

溝SD11505出土遺物（第12図2・3・5～8・10・11)

2は暗茶褐色の色調をもっ護の口縁部である。口径は推定で14cmを測る。口縁端部を上方

lζ拡張し， 2条の浅い回線を施す。磨滅のため細部の調整は不明瞭であるが，胴部内面にケ

ズリ痕および指頭圧痕が残る。生駒西麓の胎土をもち，弥生時代後期lζ属する。

3は布留式慈の口縁部である。 口径は推定で12.8cmを測る。形状は，頚部でくの字状lζ

外反したのち，口縁端部でやや内湾する。また，端部内側を折り返しにより肥厚させている。

全体に淡赤褐色を呈し，外面にはススの付着がみられる。

5～8は高杯である。5～7は杯部であるが， 磨滅が著しく， 調整の知れるものは5だけ

である。 5は内外ともに組いハケ調整がなされている。 8は脚部である。全体にへラケズリ

調整され，杯部との接合部付近にはハケ調整が施されている。

、三割 2 

7七ゴール

。 10cm 

第 11図出土遺物実 測図

2・3・5～8・10・11:S Dll505 9: S Dll506 1：第2トレンチ 12：第3トレンチ
4：第4トレンチ ド 2・弥生土器 3～10：土師器 11・12：須恵器
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10は土師器の杯身で，口径は推定11.8cmを測る。外面はへラケズリ によって調整されてお

り，口縁端部には油煙痕が残る。長岡京期前後のものである。

11は須恵器の杯身である。口径は推定11.8cmを測る。立ち上がりは，内傾した後，直立し

てのびる。端部は内傾し，平面を成す。受部は上外方へのび，先端は丸みをもっ。

各トレンチ出土遺物（第12図1・4・9・12)

第2トレンチから出土した遺物には1がある。1は査の口縁部で，口径は推定 18cmを測

る。口縁部は大きく外反し，端部は丸くおさまる。胎土には長石・石英・チャー トなど，2～

3mmの砂粒を多く含んでいる。色調は乳白色を呈している。全体lと磨滅が著しく，細部の

調整は不明である。

9・12は第3トレンチ出土の造物である。 9は小型丸底壷の口縁部で，溝SD11506から出

土している。口径は推定10.4 cmを測る。全体lと黒褐色を呈し，薄手である。磨滅が著しく

調整は不明である。12は須恵器の杯身で，口径10.2cm・器高3.3cmを測る。立ち上がりは内

傾し，端部は鋭い。受部はほぼ水平にのび，端部は丸みをもっ。底体部は浅く，平らである。

焼成は不良で，赤褐色を呈している。 このため磨滅しており，細部の調整は不明瞭である。

底部外面にはへラ記号をもっ。

4は第4卜レンチから出土した布留式婆である。口径は約13.Demを測る。色調は暗赤褐色

を呈し，磨滅が特lζ著しい。暗黒灰色粘質土層の上部から出土した。

5. おわりに

今回の調査では，東西方向lζ走る溝状の落ち込みが数条検出できた。しかし，調査の性格

上， ζれらの遺構は，あまりにも断片的であるため，その形成 ・廃絶された時期や性格など

については不明な部分が多い。このように，当初予想した長岡京跡・雲ノ宮遺跡に関連する

明確な遺構は検出できなかったが，溝SD11505から出土した遺物のあり方は，弥生時代，古

墳時代などの集落が近くに存在するととを暗示するものである。昨年度の長岡京跡左京第103

次調査から通して，遺物lζ限って見れば，弥生時代から鎌倉時代の極めて長期にわたるもの

が存在している。西方lζ確認されている古市芝本遺跡との関連も合め， 今後の近傍における

調査に対して留意事項を提示したものといえる。 （三好博喜）

注1 佐原真「山城における弥住式文化の成立ー畿内第I様式の細分と雲ノ宮遺跡出土土器の占め

る位置」（『史林』 505) 1967 

注2 山中 章ほか「第田部発掘と調査」（『日本考古学年報』 31 1978年版） 1980 

注3 補助員浜口和宏城田正博
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3. 長岡京跡右京第171次発掘調査概要

(7ANITT-10地区）

1.はじめに

乙の発掘調査は，長岡京市今里地区における都市計画道路（外環状線）改良工事に伴うもの

である。この道路改良工事は，長岡京市今里3丁目から 4丁目にかけて，南北方向の道路を

拡幅 ・新設するもので，総延長530m，幅員22m（一部25m）ある。

道路予定地は，北西から南東方向lζ流れる小畑川の西岸の氾濫原とその西方を南北に走る

洪積台地の聞を西から東lζ緩やかに傾斜する地形変換線lと沿っている。道路建設に伴うとれ

地 位 置図

- 19 -

までの調査によって，長

岡京の条坊遺構，北方で

弥生時代から古墳時代 ・

平安時代の集落（今里逃

跡），中央部で5世紀前半

の前方後円墳（今里車塚

古墳）などが見つかって

いる。

今回の調査地は，長岡

京の西二坊大路にあたり，

今里遺跡の南端，今里車

塚古墳の北隣りに位置す

ることから，それらに関

する遺構の存在が予想、さ

れた。とのため，京都府

教育委員会 ・当調査研究

センターと京都府乙訓土

木事務所の聞で協議の後，

発掘調査を実施すること

になった。

現地調査は，昭和59年7



京都府迫跡調査概報第15冊

月9日から10月13日の期聞に約 500m2を調査した。調査は，当調査研究センタ ー主任調査

員長谷川 達，調査員石尾政信 ・三好博喜が担当した。

調査にあたって，京都府乙訓土木事務所，長岡京市教育委員会，財団法人長岡京市埋蔵文

化財センタ ー， 向日市教育委員会，今里自治会，周辺土地所有者等の御協力を得た。

v=-2烹010 -27.900 

己

。

0 017102心〉
斗）

。

第 13図調査地平面図
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-1’8160 

．ー”8170

ー”8,180

現地調査 ・資料整理lとは，諸
（注1〕

大学学生諸氏等の参加協力があ

った。石器については調査員黒

坪一樹の協力を得た。

2. 調査概要

今回の調査対象地は，これま

での調査によれば7ANITT地

区の北方部地区南端部の北端に

位置し，民家が建っていた場所

である。民家の移転した跡地で

盛土や撹乱があるため，旧耕作

土 ・床土を重機で掘削した後，

人力で掘り進んだ。北方部分は，

撹乱が著しいとと，地形が北西

から南東lζ傾斜しているため西

側は遺物包含層も薄く ，すぐに

地山とおもわれる黄褐色土（砂

質）砂磯層が現われること，お

よび長岡京西二坊大路の道路敷

にあたるため遺構が少ない。 ト

レンチ中央でL字に曲がる南北

方向の溝（SD17101）と，西二坊

大路東側溝（SD17104）が検出

された。そして，西二坊大路東

10m 側溝の規模を明確にするため拡

張を行った。この側溝の下から
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住居跡（SH17106）も発見された。

南方部分では， L字に曲がる幅の広い溝（SD17102），その北方で東西方向の滋（SD17102)

とζれに直交する浅い溝（SD17105）などが検出された。 L字iζ曲がる溝は，右京26次調査で
（注2)

検出された北lζ向かつてL字に曲がる SD1288の延長であることが判明し，両者を合わせる

と古墳の前方部と考えられることから，くびれ部分の検出を目標に拡張を行ったが，近代溝・

撹乱のためくびれ部分は明らかにならなかった。

今調査地の基本土層は，旧耕作土（第1層），床土（第2層）の下lζ平安中期の造物が多い灰

褐色土（第3層），長岡京期の造物を含む褐色土 ・暗褐色土（第4層），その下が黒褐色土 ・黄

褐色土 .TtJ、機層となる。暗褐色土層lとは，古墳時代 ・弥生時代の遺物も多い。

溝 SD 17101 卜レンチ北方で検出された南北方向の素掘り溝で，中央部でほぼ直角に東

に曲がる。溝は，幅 40～60cm・深さ 10～15cmを測り，南北方向lζ約 15.5 m，東西方向が

約4mにわたって検出された。溝の東側で杭跡が検出され，その間隔は不規則で短いものは

10～15cmである。溝からは，須恵器葱体部が出土しただけで，他にほとんど遺物がみられな

。．
 

Z1
 

2
 一－v
 ゐ。 。

同友
｜
2
 

・＝ー・11170

ー，，....。

。 5m 

l 
第 14図 溝 SD17102実 測図
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0 2m 

い。掘り込まれた土層

からみて，長岡京期よ

り古いものと，思われる。

第 15図南壁，潜 SD17102 断面

1.耕作土 2.淡黄灰色土 2’．黄灰色土（床土） 3.灰褐色土
4.褐色土 5.暗灰・黄灰色砂磯層 6.暗褐色土 7.階青灰色
粘質土 8.黄褐色土

色土層から掘り込まれているが，中央から東は

南東lζ傾斜する地形と厚く堆積した暗褐色土層

のため明瞭でなし、。溝幅は，上面で7m前後，

基底部で 5～6mを測り南壁断面では基底部幅

が約3.5mある。

この溝は，SD1288の延長で，両者を図面上

で結合すると古墳の前方部を廻る周濠となる。

前方部幅は，基底部で9m強，くびれ部まで約

4. 5mとなる（推定くびれ部は墳丘裾がわずかに

湾曲する）。そして， 推定全長（周濠含む）は約

40m程度とおもわれる。

溝の埋土は，上下2層lと分かれ，上層が暗褐

色土，下層が暗青灰色粘質土となる。との暗褐

色土層には，弥生～長岡京期の遺物が含まれる

ととから，周濠全体が長岡京期lζ埋め立てられ

たものとおもわれる。

溝中lζ人頭大の石数点，径lOcm前後の石が

みられるが，量も少なく，斜面に貼り付けた様子はみられない。

。’
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第 16図 古墳前方部実誤u図

溝 SD17102 トレ

ンチ南端で検出した周

濠状の溝で，南および北側掘形の西半分は黄褐

、、

溝 SD 17103 溝SD17102の北側で検出された東西方向の素掘り溝である。西で南に振

れている。幅60cm前後 ・深さ 20～30cmあり， 長さ 14mにわたって検出した。東部では

溝の底に凹みがある。溝は，中央やや西より（Y＝ー27,905付近〕が最も浅く，東および西iと

傾斜している。溝は，黄褐色土層より掘り込まれている。溝の埋土は，ほとんどが暗掲色土

であるが，西部では下層lζ暗青灰色土がみられる。出土遺物に弥生～古墳時代のものがある。

なお，西部で上層KSD17103付近から，SD17102にかけて溝状の砂磯層の広がりがある。
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溝 SD 17104 トレンチ北東で検出された南北方向の素掘り溝である。幅 2.0～2. 2 m・

深さ 15～20cmを測り，長さ 13m以上にわたって検出したが，溝の北端および南端は撹乱

等のため検出できなかった。また， トレンチ南端は近代溝による撹乱のため不明である。講

中から出土する遺物は，ほとんどが小破片で量も少ない。

溝の中心座標は， 北端で X=-118, 150の場合， y = -27, 894. 85前後となり，南部（I

ANIST地区）で検出された西二坊大路東側溝 SD0732の延長上にのることから， 乙の溝も

西二坊大路東側溝と判明した。

溝 SD 17105 ζの溝は， SD17103IC直交する浅いもので，北ではわずかに蛇行している。

溝幅は 30～40cm，深さは最も深い南端で約15cmを測る。検出した総延長は約9.5mである。

遺物は小さく形のわかるものはない。

住居跡 SH 17106 トレンチ北端で，SD17104の下層で検出した楕円形を呈した竪穴式住

居跡である。復原径は7m前後とおもわれる。周辺に浅い壁溝がめぐるが， 西側で途切れる。

検出面から床面まで深い部分で約20cmあり，柱穴は不規則lζ並び，時期の異なる柱穴が予

想、される。南側には，浅い

講状の凹みがある。

土拡 SK 17107 SH 17 

106の西側で検出した不定

形の土拡である。長径 1.1 

m・短径0.8m・深さ約20cm

を測る。少量の土器と人頭

大の石が出土した。

他lζ，中央付近でピット

群が検出されたが，建物等

については不明である。

3. 出土 遺 物

この調査で出土した遺物

には，床土直下で瓦器等，

灰褐色土層から緑粕等平安

中期のもの，褐色土，暗褐

色土層から弥生～長岡京期

．
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第 17図 住居跡 SH17016実測図
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第 18図造物実測図（第3層）

1・4・7.緑勅陶認 2・3・5・6・8.須恵器（無紬陶器） 9.青磁

のもの，そして遺構にともなうものがある。乙 ζでは，上層のものから記述していくが，包

含層の場合は時代の新しいものから取り扱う。

①灰褐色土（第3層）（第18図）

須恵器 ・土師器 ・緑柚・青磁などがある。 (1）は，内湾ぎみの口縁部とわずかに外反する

ロ縁端部から椀とおもわれる。外面に淡黄灰色の粕が残るが，ミガキは明瞭でない。焼成が

やや甘く灰色を呈する。 （2）は，直線的に外上方に聞く口縁部で端部もほとんど外反しない。

外面の調整はヨコナデの後，粗いミガキを行う。焼成は良好で暗灰色を呈し，胎土も精良で

ある。（3）も椀とおもわれるもので，口縁外面の上半部をヨコナデの後，粗いミガキを行う。

焼成 ・胎土とも良好である。（4～8〕は，いずれも削り出し高台である。（4）は， 焼成が良

好で断面は暗灰色を呈し，粕薬は暗黄緑色に発色している。（7）は，焼成がやや甘く淡灰色

を呈し，軸薬は淡緑色iζ発色している。また，緑紬陶器lとは，明緑色，黄緑色などのものが

ある。（8）は，胎土が綴密，焼成は甘く，口縁部外面の磨滅が著しく調整は不明である。器

高 3.1cm，復原径は 16.5 cmとなる皿である。（9）は，やや細い高台の付く青磁椀である。

焼成は良好，断面は淡灰色を呈す。軸薬は薄く暗黄灰色lζ発色している。中国越州窯系のも

のであろう。

②掲色土・暗褐色土層（第4層）歴史時代の遺物（第四図〉

この第4層は，褐色土 ・暗掲色土lと明瞭に分けられる地域とそうでない地域，また， 褐色

土から暗褐色土へと徐々に色の変化がある地点があるとと，長岡京期の遺物が両者lζ包含さ

れるため，同時lと取り扱う。 (10～12）は， 須恵器の杯B・皿Bと組合わされる蓋である。蓋に

は，端部が屈曲するもの（10），ほとんど屈曲しないもの(11・12）がある。 (13）は，いわゆる

薬査の蓋である。口縁部は直立し，端部が外傾しないで凹み様になっている。天井部は平坦
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長岡京跡右京第171次
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第 四 図造物実測図 （第4層）

10～13.須恵器蓋 14・15.須恵器杯 16～19.須恵器壷 20.須恵器鉢
21. 軒丸五 22.軒平瓦

で，口縁部との境界は稜をなす。器高は3cm，復原径は 14.2 cm となる。 （14・15）は， 高

台の付く杯Bである。口縁部は直線的にたちあがる。高台を貼り付けている。 （14）の器高は

3. 8cm，復原口径は12.5 cmとなる。
〈注3)

(16・17）は， 平城宮分類でいう壷Lにあたる。（16）は，口縁端部を上下lζ挽き出している。

口縁部径は 9.8 cm である。（17）は，体部と頭部の接合痕が明瞭で，わずかに段がついてい

る。また，頭部下半にはロクロ挽きによる凹凸が目だつ。焼成，胎土とも良好で淡灰色を呈

し，顎部内外面および肩部に灰柚が付着している。東海地方のものであろう。

(18・19）は， 壷Lの小型品である。体部にロクロ挽き痕，底部Iζ糸切り痕が明瞭である。

(18）は，口縁部を屈曲させつまみあげている。頚部にロクロ回転による絞り痕が残る。体部

に細淡線が一条廻る。口縁部径4cm・器高9.8cm・肩径7.2 cmを測る。
〈注3)

(20）は平城宮分類でいう鉢Fにあたる。円盤型の底部』ζ斜め上方に聞く口縁が付く。底部

Iζ粘土板を充填した様な痕が残りほとんど未調整である。

(21）は，複弁蓮華文軒丸瓦である。外区の珠文と凸線鋸歯文の配列から， 平城宮式6311系
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長岡京跡右京第171次

とおもわれる。瓦当面の約四分のーが剥れたもので，裏面lと接合時の凹みがみられる。

(22〕は7 唐草文軒平瓦である。内区の唐草の展開と外区の珠文の配列から，長岡京市太鼓

山（河原谷）窯の瓦であろう。これらの造物は，長岡京期のものとほぼ一致する。

③溝 SD17102（第20図）

溝 SD17102の埋土は，上下2層からなり，上層の暗褐色土層は前述したとおり弥生～長

岡京期の造物を包含する。と ζでは，下層（暗青灰色粘質土）のものをとりあげた。

出土した遺物の種類は，須恵器杯蓋（23～25）・杯身（26～29）・醒（30）・裂（31・32），土師

器高杯（33・34）・婆（35～37）などがある。他に須恵器器台，埴輪片などもある。

須恵器杯蓋のうち（23）は，口径 15.lcm・器高4.7cmを測る。天井部から口縁部にかけて

ゆるく広がり，その境界lζ軽い回線がありわずかに稜をなす。口縁端部は内傾する面を有し，

わずかに凹む。天井部外面の三分の二はへラ削り，他は回転ナデを行う。（24）は，口縁部の

みの小破片である。天井部と口縁部の境界にわずかに稜を有す。口縁端部は平坦面をなす。

復原口径は 15cm前後となる。（25）は，天井部から口縁部にかけてゆるく広がり，境界lとわ

ずかに稜を有す。口縁端部は内傾し，丸くおさめる。丸みのある天井部の三分の二をへラ削

り，他は回転ナデを行う。

杯身（26）は，口径11.2cm・受部径14cm・器高4.4cmを測る。 口縁部は内傾した後，たち

あがる。口縁端部は内傾し，回線を有す。受部は外上方にのびる。底部はへラ削り，底部中

央はナデる。他は回転ナデを行う。（27）は， 口径10.6cm・受部径13.lcm・器高5.4cmを測

る。口縁部は内傾した後たちあがり，口縁端部は丸くおさめる。受部は外上方にのび，平坦

面をなす。底部はへラ削り，他は回転ナデを行う。ほぼ完形。焼成は良好で，内面は灰色，

外面および断面は淡灰色を呈す。（28）は，口縁部が内傾した後，たちあがる。口縁端部は丸

くおさめる。受部は外上方にのびる。（29）はたちあがりが短く内傾している。口縁端部はひ

きあげる。受部は外上方にひきあげるが，端部を丸くおさめる。底部は丸みをおびた平坦面

となる。約二分のーが残り，口径15cm・器高3.7cmを測る。

(30）は，口縁部を欠損する。残存高10.2cm・肩径8.9cm・顎径3.2 cmを測る。頚部は細

く，口縁部はラ ッパ状にひらく。肩部lζ一条の回線がめぐり，注口部は回転ナデを行う。焼

成 ・胎土とも良好で，外面は黒灰色，内 ・断面は灰色を呈す。

(31）は， 口径21.4cm・最大腹径33.2cm・器高35.3cmを測る。口縁部は外反ぎみに立ちあ

がり，ロ縁端部をつまみあげる。体部外面は平行タタキの後，横方向のカキ目を行う。カキ

自は最大径のある肩部より上で密である。口縁部はカキ自の後でナデたのか不明瞭な部分が

ある。体部内面は同心円のタタキの後，ナデを行う。焼成はやや甘く淡青灰色 ・淡灰色を呈
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す。（32）は，口縁部が短く外上方lとのびる。端部は丸くおさめる。肩部外面にカキ目が，内

面タタキ痕が残る。復原口径は16.4 cmとなる。

(30）は，内湾する高杯の杯部である。端部は丸くおさめる。焼成が甘く，表面の風化が著

しく調整は不明である。復原口径は17.8 cmとなる。（31）は，高杯の胸部である。内面lζ絞

り痕が残る。調整は不明である。

(35）は，頚部が「く」字型iζ屈曲し，口縁部は外上方lζ直線的にのびる。口縁端部は内傾

する。全体に表面の風化が著しいが，口縁部内面lζハケ目が残り，口縁部内外面ともナデを

行う。頚部より下半には，内外面とも縦方向のハケ目が残る。（36）は， 頚部が「く」字型lζ

屈曲し，口縁部は内湾ぎみに外上方にのびる。口縁の中央を内側lζ若干肥厚させ，端部は内

傾する。体部は長円形になるとおもわれる。口縁部は内外面ともヨコナデ。休部外面はハケ

調整を行う。ススが付着している。休部内面も縦方向のハケ調整を行う。指圧痕が残る。粘

土の接合痕がみられる。口径19cm・頚径16cm・残存高21cmを測る。（37）は口縁部が内湾

し，端部は内傾する。口縁部内面lとハケ目が残る。

溝 SD17102下層出土の須恵器（23・25～28）は大阪府陶巴日期日～Eにあたり，他のもの

もH期に含まれるものである。溝SD1288ともほぼ一致する。とうした点、から， 6世紀中葉と

考えておきたい。

、、

L六

、｜
I 1/1／／／~ 

＼リ ＇~fii#l1
＼ 

同.~45 ¥ _ _v., ＇~：：ザミ
第 21図造物実 測図
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④その他の遺物 （第21図）

ととでは第4層出土の弥生～古墳時代のもの，その他をとりあっかう。

(38）は，溝SD17103より出土した土師器高杯の杯部である。脚は下方で屈曲して大きく聞

き，端部は丸くおさめる。端部外面に一条の回線が回る。全体的に風化が著しいが，脚部上

半iと縦方向の稜がみられ，削りを行った後ナデている。胸部内面には絞り痕が残る。ラッパ

状iζ大きく開く部分は内外面ともヨコナデを行っている。（39）は， トレンチ北東部の暗褐色

土より出土した高杯の脚部である。胸部の下半が大きく開くものである。 風化が著しいが，

脚の聞く部分は内外面ともヨコナデを行う。脚部内面には絞り痕，横方向の削りがみられる。

(38）の脚径は11.5cm・残存高lOcmである。（39）の脚径は10.2cm・残存高9.4cmである。

(40～48）は弥生土器である。（43）は土拡SK17107から出土，（45）はトレンチ北東部の断ち

割りから出土したもので，後iと住居跡SH17106が検出された場所にあたる。その他はいずれ

も第4層から出土した。いずれも全体的に風化 ・剥離が著しく，調整は不明瞭である。（40

～42）は， いずれも壷の口縁部である。（42）は口縁端部の外面に刻みを行う。（43）は， 水平

に広げた口縁部の内面lと凸帯をめぐらす高杯である。口縁部の端部を垂下させないもので，

端部外面下半lζ刻みを入れる。口縁部内面の凸帯は断面三角型を呈す。口縁部内面はミガキ，

外面はヨコナデを行う。杯部の内面lζミガキ，外面にハケ目が残る。復原口径は27cmとなる。

(44）は，壷の底部とおもわれるものである。底部から体部にかけて斜上方に直線的にのびる。

体部の最下部にへラミガキが残る。体部内面には下から上へへラ削りを行う。座部径8.5cm 

を測る。（45・46）は， 壷または童話の底部とおもわれるものである。大きい底部で凹みが環状

にまわるもの（45），中央が凹むもの（46・47），丸底lζ近いもの（48）がある。

これらの弥生土器は，形態等からみて（43・44）は中期のものであろう。他は後期にはい

るものである。

⑤石器 類（第22図）

石器はすべて遺構に伴うものではなく，すべて包含層から出土したものである。総計8点

あり， ζ乙lζ図化したもの以外は剥片 ・砕片ばかりである。したがって， 磨製石器（49）を除

き，所属時期を確定するのは困難である。乙乙では基本的な記述に意を注いでおく。

(49）は，磨製石鎮である。先端部と基部を欠損している。最大長4.4cm・幅2.lcm・厚さ

0. 4cm・重さ 6gを測り，良質の粘板岩を素材とする。表裏面の中央に稜が走っているもの

で，弥生時代中期前葉くらいのものと言えよう。留意すべき点は， 裏面の稜を二次的な研磨

で潰していること，表面右側の側縁部を部分的に面取り加工していること，さらに基部の欠

損具合などから，磨製石器の先端部を石鍛に転用した資料である。

- 29 -



京都府遺跡調査概報第15冊

(50）は，砥石である。片側の，表面と側縁部を全面的に磨いている。最大長 11cm・幅

5cm・厚さ2cm・重さ55gで，粘板岩を使用している。表面と側面との境は，わずかながら

面取りのラインが入る。とりわけ側面には線条痕が明確に観察されるが， 使用頻度はそれほ

ど激しいものではない。

(51）は，石匙（スクレイパー）である。最大長3.8cm・最大幅3.6cm・厚さ0.7cm・重量

13 gのサヌカイ 卜製である。上の先端部をわずかに丸く作り出しているが，概して作りは粗

し、。

また刃部としての機能を果たした下底部の作りも粗く，調整痕がわずかながら認められる

程度である。

くここ〉 くこ〉 49 

建三三三三D

徐；4
〈二三〉 52 

く〉 53 

。~Q 。 6cm 

50 

第 22図遺物 実 測 図
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(52）は，凹基無茎鍛である。長さ2.lcm・最大幅1.7cm・厚さ0.25cm・重量2.2gを測る。

石材はサヌカイトを用いている。剥離面の風化がかなり進み，表面も剥落している。

(53・54）は，共iζサヌカイト製の剥片である。素材を縦iとしている（53）の方はやや乳白色

がかった褐色のサヌカイトを使用している。加工（調整）痕，使用痕，光沢等の痕跡は観察し

得ない。

4. まとめ

今回の調査で，長岡京西二坊大路東側溝，古墳の周濠と推定される溝状遺構，竪穴式住居

跡を検出するなどの成果があった。出土遺物には，縄文～中世まで各時代のものがある。

長岡京西二坊大路東側溝が，推定位置から検出され，調査地のほとんどは道路敷部分にあ

たる。とのため，他l乙長岡京期の遺構は検出されていない。そして，古墳の周濠は， 長岡京

期lζ全面的に埋めたてられ，道路としているととが判明した。しかし，道路が古墳を横断し

ていたかどうか明確にするには至らなかった。

周濠状の溝SD17102とSD1288を結ぶと，帆立貝式の古墳の前方部になる可能性が高い。

この古墳は，後円部が東側の道路および水田部分にあたるため，今里庄ノ淵古墳と仮称して

おきたい。 ζの古墳は，出土遺物から 6世紀中葉lと築造され，葺石 ・埴輪は持たないものと

考えられる。後円部を推定復元すると，全長は40m 前後となる。

全長lOOmlζ近い今里車塚古墳の北隣りに，1世紀以上経過して， 方向をまったく逆にし

た古墳を築造した理由，今里車塚古墳との関連など今後の課題は多い。 周辺の調査と合わせ

調査研究を進めて行きたい。 （石尾政信）

注1 山上修治・谷元正治・塚原雅之・乗鞍定彦・中川和哉・浜口 宏・平間 徹・寓谷幸美・中村

みはる ・半田真弓・神山久子・戸波みどり ・西岡ひろみ・赤司紫 ・掘啓子 ・川田美由紀

（敬称略，順不同）

注2 高橋美久二・奥村清一郎・久保哲正他「長岡京跡右京第26次発掘調査概要J（『埋蔵文化財発掘

調査概報』京都府教育委員会）1980 他

注3 奈良国立文化財研究所「平城宮発掘調査報告沼」（『奈良国立文化財研究所三十周年記念学報

第四十冊』） 1982 

- 31 -





長岡京跡左京第119次

長岡京跡左京第119次発掘調査概要

(7ANFNT-4地区）

4. 

めじlま

今回発掘調査を行った京都府立向陽高校の敷地は，向日市上植野町西大田にあり，長岡京

跡の三条大路 ・三条第2小路 ・東二坊第1小路及び左京三条二坊田町 ・五町の推定地に当る。

昭和49・50年には，開校に際して，長岡京跡左京第2・4次調査として京都府教育委員会に

よる発掘請民主行われ，長岡京の三条大路南北両側溝や三条第2小路の南側溝，長岡京期の

長岡京期lζ埋められた奈良時代の流路とその流路に南北溝，長大な南北棟の掘立柱建物跡，

多数打ち込まれた杭，平安時代の土拡，中世の掘立柱建物跡等を検出し，多数の長岡京期の

乙の調査における三条大路南北両側溝の検出土器の他，木簡や墨書土器等が出土している。

－＋~~ttr 
－
 

T
1
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口

一
一

一

上
一
町

王手二三』ー
、 一ー司、田祖国民

j --,-
! 三条大路

’f W11左京第2・4次調査地

(1/5,000) 図置位
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は，長岡京の条坊側溝検出の初例で，後の京域における調査の契機となるとともに，その位

置は，条坊復元の基準線となっている。乙の後昭和57年には，格技場建設に伴い当調査研究
〈注2〕

センターが左京第98次調査として発掘調査を行い，長岡京期の掘立柱建物跡や柵列，井戸，

中世の井戸や奈良時代の流路に打ち込まれた杭等を検出した。出土造物は，須恵器 ・土師器

の他，墨書土器や転用硯等がある。また周辺では，向陽高校の東方約300mの地で左京第71次
（注3)

調査が向日市教育委員会の手で実施されており，三条大路の南側溝の他，長岡京期の掘立柱

建物跡や柵列，土拡等を検出した。この調査では，弁が薬剣状を呈する単弁の軒丸瓦が出土

しており，北白川廃寺等でも類例がみられる。

今回の調査は，京都府立向陽高校の トレーニングノレーム建設に伴うもので，調査地は高校

グラウンドの東北部に位置し， 長岡京跡の左京三条二坊五町及び三条大路の推定地に当る。

以前の調査結果から， 三条大路北側溝が検出されるととが予測された。調査は，京都府教育

委員会の依頼を受け，当調査研究センタ ーが行い，当調査研究センタ一主任調査員長谷川達

と向調査員山口博が担当した。現地調査は，昭和59年10月11日から着手し， 11月30日に終了

した。その問調査補助員として肥後弘幸 ・浜口和広・鈴木良章 ・高谷幸美の諸氏や，また，

作業員として長岡京市在住の地元有志の方々にこの調査に参加いただいた。また，山中章氏

や清水みき氏等向日市教育委員会や向日市文化資料館の方々や機関を始めとして，京都文教

短期大学教授中山修一先生や長岡京跡発掘調査研究所，（財）長岡京市埋蔵文化財センタ一等

の方々や機関からは，調査に関しての指導や助言，協力を賜わり，京都府立向陽高校には，

乙の調査に当って種々便宜を図っていただいた。記して謝意を表したい。なお，割り付けは，

国土座標値を利用し， 3m方眼で割り付けた。本概要では，割り付けラインは，国土座標値を

使用して表現した。

2.調査経過

調査は，昭和59年10月11日に資材の搬入を行い，13m×22mのトレンチを設定し，翌12日

から重機を入れ掘削を開始した。盛土・耕作土 ・床土を重機lζて除去した後， 17日から人力

による掘削を始めた。まず， トレンチの東辺と南辺に，排水と土層観察をかねた小トレンチ

を入れ，その聞に，向陽高校校舎屋上のポイントから国土座標値を移し， 3m方眼の割り付け

を行った後， 遺構検出作業lζ入った。

床土の下は，黄灰褐色粘質土の造物包含層が薄く存在し， 長岡京期の土器が出土する。 ζ

の包含層からの土器の出土は， SD11901から北で多く見られた。そしてこの包含層を除去し

た面で，長岡京の三条大路北側溝と思われる東西方向の溝（SD11901）や土器溜り（SX11903・

- 34 -
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乙れらの遺構を検出ピット等の遺構を検出した。11904），土拡（SK11904・11906・11907)'

した面は，黄灰色粘土層の地山とその凹みを埋めて堆積している灰色砂礁層と黄灰色砂質土

層からなり，東から西にかけてわずかに傾斜している。 また トレンチ南半は，後世の削平の

いずれ一段低くなっている。なお，灰色砂磯層と黄灰色砂質土層は，ため遺構面が削られ，

乙も土器片を含む。黄灰色砂質土の一部は，灰色砂磯層の上にのっている。灰色砂磯層は，

乙の地を整地した際その後IL'の地が氾濫を受けた際の堆積と思われ，黄灰色砂質土層は，

の置土層であろう。

乙の面で検出した遺構の写真撮影及び図面作成を行った後，黄灰色砂質土層と灰色砂磯層

この轍を埋めていた灰色砂磯層かを除去し，轍と思われる細い溝状の遺構を多数検出した。

らは，長岡京期の特徴を持つ土器片が出土し， 黄灰色砂質土層が一部上にかぶさっていた。

黄灰色砂質土層は，薄く部分的にあるのみで，長岡京造営時にこの地を整地した際の置土で

あろう。

これらの遺構を掘り上げ，写真撮影 ・図面作成を行い， 11月30日に現地調査を終了した。

当初に断面観察及び下層遺構の有無を確かめるために入れた小トレンチの掘削結果かなお，

造またこの層の下は，青灰色粘土及び砂が堆積し，ら，黄灰色粘土層には遺物は含まれず，

構 ・遺物は認められず，下層lζ遺構はないものと判断した。

4蕎遺出検3. 

今回の調査では，三条大路の北側溝と考えられる東西方向の溝（SD11901）や土拡（SK11904

ピット等を検出した。以下に主要遺構につい土器溜り（SX11902・11903）， 轍群，

て簡単に列記する。

・11905)' 

卜レンチ東端付近では，トレンチ中央部で検出した溝で，東西方向に延びる。SD11901 

~ I 炭層 _!I.I 

I 

削平を受け浅くなり消えている。

ややいびつな形をしており，幅約

1. 5～2. 3mを測り，深さは約o.15 

rnを有する。埋土は2層あり，炭

片を少量含んだ黄色混じり灰褐色

第 24図 SD11901土居図（トレンチ西壁）

黄色混じり灰褐色粘質土居 5暗灰色砂層
黄色混じり淡褐灰色粘質土居 6黄灰色粘土層
灰色砂質土居 7青灰色粘土居
灰色砂磯層
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11901から北の遺構面上にも広く見られ，SX11902・11903等の土器溜りにも炭層が薄く堆積

している。乙の溝からは，多量の土器や瓦が出土したが，大多数は，上層から出土したもの

である。出土遺物lとは須恵器 ・土師器 ・丸瓦 ・平瓦の他，木簡・墨書土器 ・円面硯・転用硯

・軒平瓦 ・種子類 ・木製品及び木片等がある。乙れらの遺物中には， SD11901から北の包含

層やSX11903等の出土遺物と接合するものがかなり認められる。長岡京廃都時に，とのSD

11901及びその北方にかけて，土器 ・瓦等を投棄して行ったものであろう。

溝からの出土遺物は，おおむね長岡京期の特徴を有し，溝心の国土座標のX値は，－118,594.3
（注4) （注5)

を測り，位置関係や造物からみて，三条大路北側溝とみでほぼ差し支えない。なお，この議

は，後述する轍群を埋めている灰色砂磯層を削って作られており，轍群よりは後出するもの

である。

SX11902 SD11901の北約2mのところで検出した瓦溜りで，南北長約1.5m・東西長約

0. Smを測る。丸瓦 ・平瓦とともに，磯や土器片が集積し，その下には炭層の堆積が薄く見ら

れる。一見瓦は敷きつめられたようにも見えるが，さらに延びていく形跡もなく，また， SD

11901の出土遺物と接合した土器もあり，やはり SX11903やSD11901出土土器群と同様，長

岡京廃都時lζ，集中的に投棄されて形成されたものであろう。

SX11903 SD11901の北約1.5mの， トレンチ北東部で検出した土器溜りである。炭片と

ともに多量の土師器 ・須恵器が集積し，他に軒丸瓦 ・軒平瓦 ・墨書土器 ・転用硯 ・丸瓦 ・平

瓦等が出土した。東西長約1.4～1. 5m・南北長約3.2mを測り，薄い炭層が広がる。 SD11901

上層土器群等とともに，長岡京廃都時lζ，SD11901北方に土器等を廃棄した際，集中的に投

棄されて形成されたものであろう。

SK11904 トレンチ東端部中央付近で検出した土拡で， SD11901より南にあり，三条大路

の路面上に当る。 南北長約1.2m・東西長約O.6m・深さ約O.lmを測る不整形な土拡である。

遺物は， 須恵器 ・土師器等が出土し，やや古い様相を示す土器が含まれる。またその位置が，

三条大路の路面上lζ当ることなども併せ， 長岡京造営前の造作によるものと考えている。

SK11906 トレンチ東北部で検出した土拡で，南北長約2.2m・東西長約 lm・深さ約o.1 

mを測る。少量ながら，須恵器・土師器が出土した。 おおむね長岡京期の特徴を示す。いくつ

かのピッ トによって削られており，そのうちの1つには，SX11903の一部が広がり， SX11903

等よりは先行するものであろう。

SK11907 トレンチ東北部で検出した深さ5cmの浅い不整形な土拡である。東西長約

1. 4m・南北長約1.3mを測り，須恵器 ・土師器の他，軒丸瓦等が若干出土した。轍群を埋め

ている砂磯層を削っている。
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SD11901の北に広が

した，南北方向に延びる多数

の細い溝状の遺構である。幅

で5～6cm程度である。轍の方

向は， SD119011近くでは，南

人や牛の足

跡と思われる小ピットも多数

る灰色砂磯層を除去して検出

1～2cmのものから，深いもの

やや

;fl k対し西lζ振れているもの

は， 5～lOmを測り，深さは，

北方向に延び，北では，

が多い。轍の他，

轍群

機

E
0．限国

検出した。また，半島状lζ突

き出た地山の低い高まりを検

五回 ！
ベj
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一事；
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？ ん

企 砂磯層上面
一←ーー 一一ーーーー イ ーー ー

出している。これは，両側を

車輪が幾度も通り，結果とし
2m 

。
て高まりが残ったものであろ

う。なお，個々の轍の対応、関

係については，途切れたり，複雑に重複し，ほぼ平行するものが幾条もあるなどして，明確
（邑6) （注7〕

にはしがたし、。ただ，長岡京跡の右京第27次や右京第96次等の調査例では，車軸幅は約1.45 

図損リ実群轍第 26図

mと約1.55mを測っている。

ζれを埋め込んでいる灰色砂磯層を削ってSD11901が造られており，三条大この轍群は，

これだけ多くの轍が残るほど車輔が往復する路側溝の築造時期より先行するものであるが3

のは，長岡京造営時と考えるのが最も妥当である。また，1i:J、磯層から出土した土器もさほど

古い様相は示さない。砂磯層から出土した遺物は，須恵器 ・土師器の他， 墨書土器等がある。

さほど多くはない。量的には，

ピットをいくつか検出したが，建物が立つには至っていない。上記の他，その他の遺構

ただ， SK11906の北にあるピット（P-3）は，イ也時期的には，長岡京期のものと考えている。

のものと掘形の方向を違え，時期の異なるものであろう。 ζのピットからは，須恵器の壷の

口縁部（第29図 43）が出土している。

トレンチ南半部においても，土拡を 1基検出している。炭片の混じった暗灰色粘質

一 38-
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土で埋まり，土師器の小片が出土したのみで，時期は明確でない。南北長約l.8m・東西長約

3.7m以上 ・深さ約Q.lmを測る。

4. 出土遺物

今回の調査では，三条大路北側溝lζ当るSD11901や長岡京期の土器溜りSX11903を中心に，

長岡京期の造物が多量に出土した。出土造物には，須恵器 ・土師器の他，木簡 ・蛇尾 ・墨書

土器 ・製塩土器 ・円面硯・転用硯 ・軒丸瓦 ・軒平瓦 ・刻印瓦 ・丸瓦 ・平瓦 ・種子 ・木製品 ・

鉱淳・炉壁等がある。また，奈良時代及び平安時代の遺物も，長岡京期のものに比すと少量

ではあるが出土している。

SD11901出土の遺物は，前述したように， SX11902・11903や， SD11901から北の包含層出

土の遺物と接合するものがかなり認められる。 これらは，同時期lζ一括して投棄されたもの

で， SX11903等を含めて一括性を有するが，時間等の都合上，今回はSD11901出土の土器を

中心に紹介し，とのほか，木簡 ・詑尾 ・墨書土器 ・軒瓦類について概略を報告する。他の造

物については，後の機会lζ譲りたい。

詑尾（第27図〉

遺構には伴わず，包含層中から出土したものである。摩滅が著しく，端部は欠失している。

現存長2.9cm・現存幅2.7cm・厚さQ.5mmを測る。頭部lζ，直径2mmの小孔を穿つ。厚さ

も，摩耗のため当時のものを失っていると思われる。素材は，銅製である。

土器類（第28・29図）

土器の器種分類については，奈良国立文化財研究所が実施している平城宮跡の調査におけ
（注8)

る分類lζ準拠した。それでは以下に，SD11901出土遺物を中心lζ，概略を述べる。

SD11901出土土器 この溝からは， 多量の遺物が出土 した

が，前述したように，大多数は，上層からの出土である。出土

した土器は，土師器の椀A(1～3）・椀c( 4）・杯A(5～11）・
杯B(12）・1IIlA (13～20）・蓋 ・高杯（21）・壷A(24）・牽E(22) 

・裂A(23・25）・裂c(26），須恵器の蓋（28）・杯A(29・30）・

杯B(32・33）・皿A(31）・皿B(35）・壷A(39）・壷L(40）・壷

G (45）・護A・円面硯（37），製塩土器等がある。この他，木簡

や墨書土器，軒平瓦，刻印瓦，丸 ・平瓦，転用硯，モモ等の種

子類，木製品，土馬等が出土している。このうち，木簡・墨書

土器 ・軒瓦類については後述する。

- 39ー
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第 28図 出土土器実測図（1)

1～25：土師器， 1～25: SD11901出土
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第 29図 出土土器 実測 図（2)

26・27：土師器， 28～45 須恵器， 26・28～33・35・37・39・40:SD11901出土，
27・34:SK11904出土， 44: SX11903出土， 43: P-3出土，42・灰色砂磯層出土，
36・38・41：包含層出土
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土師器の椀は，口径12～13cm前後を測るもので，椀Aは， 2のように口縁端部をケズリ残

すものも見られるが，大半は，外面を底部から口縁端部までへラ削りする。杯Aは， 口径が

13cm前後のもの（11),15～16cm前後のもの（5・6・9),20cm前後のもの（7・8・10）と 3グ

ループある。また器形も，8・9・11のように，口縁部の外傾度の小さいものと，他の口縁部

外傾度の大きいものがある。調整手法は，外面全面にへラ削りを行うが，6・7・10のように，

口縁部の横なでが強いため，端部近くをケズリ残すものも比較的見られる。 他の器形と比べ

ると，端部近くをケズリ残すものの量は比較的多い。杯Bは，図示した小型のものだけでは

なく，もう少し大型で器高の深いタイプの破片も出土している。破片で出土しているものは，

内面のH音文は見られないが，乙の12は，内面の見込みに斜格子の暗文， 口縁部内面に一段の

斜放射の暗文をそれぞれ施すなど古い様相を持つ。ただ杯Bの出土量は，絶対的lζ少ない。

皿Aは，口径から， 15～16cm前後のもの（13～18),20cm前後のもの（19),25cm前後のもの

(20）の3クソレープに分かれる。手法的には，外面を，底部から口縁端部までへラ削りするも

のが大多数を占める。図示したものはすべて，このタイプである。 高杯は，量的にも少なく，

破片ばかりであるが，筒部の成形は，直接粘土紐を巻き上げて形成するもの（21）のみではな

く，芯棒iζ粘土紐を巻いて形成するものも出土している。惑は，口縁部内面lと横方向のハケ

目を施すものが比較的見られ，また童話自体の出土量も比較的多い。なお，わずかではあるが，

食器類の中K，外商ないし内面lζハケ目痕を有するものがある。

須恵器の杯Bは， すべて高台を底部と口縁部の境いないしやや内側に付す。蓋は， 20cm前

後をiJliJるもの（28）の他， 14cm前後や16cm前後を測るものなど数グループある。硯には，円面

硯（37）の他K，杯の見込みゃ底部， 蓋の内面，護腹の破片の内面等を利用した転用硯がある。

転用硯は， 今回の調査では全体で20点以上を数える。なお，聾の出土量は，絶対的lζ少ない。

製塩土器は，胎土が砂質で粗いものと粘質で砂粒を多く含むものとがある。 内面は，なで

るもの，布目痕を有するもの等があり，布目痕を有するものは，布目の粗いものと細かいも

のに区別される。

また，小片ではあるが黒色土器も出土している。なお，土師器の杯 ・皿等の中には，底部

外面に，「井J等のへラ記号を持つ土器が数点見受けられる。

その他の遺構出土土器 SX11902・11903等の遺構や包含層等からも， 土師器の椀A・杯

A・杯B・皿A・高杯 ・童話A(27）・護C・壷E・蓋，須恵器の蓋 ・杯A・杯B(34） ・ 皿A •

皿B・壷L(42・44）・壷G・壷（43）・喜怒A・鉢A(38）・円面硯（36）・転用硯 ・ミニチュア壷

(41），製塩土器，軒丸瓦，丸 ・平瓦，鉱津，炉壁等の造物が出土している。ととでは，その

うちの主だった土器を数点紹介する。
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44は， SX11903から出土したもので，胴部最大径のやや上に径0.8cm前後の小孔を穿つ。

高台は，かなり低平で，胴部最大径は12.4cmを測る。 壷Liζ小孔を穿ったものは，同じ向陽
（注9)

高校敷地内で行った長岡京跡左京第98次調査で出土しており， 98次調査出土のものは，柱穴

の掘形から出土し，底部外面lζ墨書が施しであった。残念ながら，この土器には， 墨書は見

受けられなし、。

27・34は， SX11904から出土したもので， 27は半球形の胴部に外反する口縁部を持ち， 口

縁部内面には横方向のハケ目痕を残す。 34は，底部と口縁部の境いの屈曲はゆるやかで，口

縁端部を水平lζ外反させる。高台は高く，外下方にやや聞き気味lζ付す。

42は，轍を埋めている灰色砂磯層から出土したもので，胴部最大径は約7.lcmを測り，体

部高を上回る。胴部最大径は， 胴部中央よりやや上にある。

第 30図 木簡・墨書土器・へラ描き土器実測図及び拓影

1：木簡， 2～4・6・8～11・墨書土器（須恵器），5：墨書土器（土師器），
7 へラ描き土器（土師器），l～4 : SD11901出土， 8・9：灰色砂礁層l:B土，
5～7・10・11：包含層出土
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43は，SK11905の北にあるピット （P－めから出土したもので，体部以下は欠失しているが，

口頭部が二重口縁形を呈し，おそらく唾壷のロ頚部である。

36・38・41は，包含層から出土したもので，このうち38は，いわゆる鉄鉢形を呈する鉢で

ある。

木簡（第30図）

木簡は， SD11901から出土したもので，火鏡板として使用されている。両端は折れて欠損

し， 現存長21.4cm・現存幅2.4cmを有し， 厚さは， 上端部が1.5cm，下端部はやや薄く lcm
［延カ］ 〔造力］

を測る。中央に「口口口板萱村口」と 7文字記され，その下lζ墨痕らしきものが2文字分みら

れる。下半部左側端には， 火鎖臼として使用された際の小孔が3か所穿たれている。その上

lζーか所，小孔の痕跡を留める。厚さや小孔の一部が墨痕を削っていることから見て，転用

して木簡の材に使われ， 最後lζ火鏡板として使用されたのであろう。

墨書土器（第30図）

今回の調査では，墨書土器は計14点、出土した。須恵器の葦頂部外面や，杯底部の内外面，

土師器椀の底部外面等lζ，「庚」（2・6）・「井」（3）・「女」（4・11）・「福」（8）・「口田月
［戸カ］ 〔＋カ］ ［ーカ］

人」（g）・「家仁二」 （10）・「口J( 5）等と記され，この他「口Jと記されたものや，小片で字

の不明のものが数点ある。

「庚Jと記されたものは， 2・6の他にも1点あり，計3点、出土した。 2は，須恵器の蓋頂

部外面lζ記されたもので，平坦な頂部と屈曲する縁部からなり，口径16.lcm・高さ2.9cmを

測る。6は，須恵器杯Aの底部外面lζ記され，口径13cm・高さ3.9cmを測る。残りの1点、は，

2同様須恵器蓋の頂部外面iζ記され，字体も同一である。6が包含層から出土し，他の2点

はSD11901から出土した。ただし2は，破片の一部がSX11903から出土している。

「女」と記されたものは， 4・11の2点あるが， 字体は異なっている。いずれも須恵器で，

4は杯A底部外面に，11は内面lζ記されている。 4がSD11901から， 11が包含層から出土し

た。

3は，須恵器蓋の頂部外面lζ「井」と記され， SD11901から出土した。 平坦な頂部と屈曲す

る縁部からなり，口径13.7cm・高さ3.lcmを測る。
［＋力］

5は，土師器椀Cの底部外面に「口」と記され， 包含層から出土した。 口径12cm・高さ3.5 

cmを測り，口縁部外面下半は指頭痕を残し，上半は横なでを行う。その後l乙荒く検方向の

へラ磨きを加えている。

8～10は，須恵器の杯もしくは血の底部で， 8が内面， 9・10が外面lと記されている。8

・9が灰色砂醸層から，10が包含層から出土した。
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t可~哩？岨昭 ¢広；

短説 務ぞ 働

d勿勿~－－~ 5 

第 31図 軒瓦・刻印瓦実測図及び拓影

1・2：軒平Ji, 3・4：軒丸瓦， 5：刻印瓦， 2：包含層出土，
1・3: SD11901出土，4 : SX11903出土， 5・砂磯層出土

へラ描き土器（第30図）

20cm 

SD11901からは，土師器高杯の裾部内面lζ字らしきものをへラ描きしてあるもの（7）が出

土している。へラ描きは，焼成後に行っている。

瓦類（第31図）

今回の調査では，軒丸瓦3点，軒平瓦12点，刻印瓦1点，そして多量の丸瓦，平瓦が出土

した。以下に軒瓦と刻印瓦について概述する。

1は， SD11901から出土したもので，内区を二重の圏線で囲み，唐草は， 3葉を一単位と

し， 3転させる。平城宮の6663C型式である。乙の瓦は，他の遺構や包含層からも出土して
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おり，計7点を数える。

2は，包含層から出土したもので，上下の外区lζ連珠を配し， 唐草は3葉で一単位をなす。

平城宮の6664型式で，他にも 1点、出土している。

3は，SD11901から出土したもので，複弁8葉の蓮華文で，中房には1+6の蓮子を配する。

4は， SX11904から出土し，花弁が薬剣状を呈する素弁16葉の軒丸瓦である。弁端聞に連
（注10)

珠を配し，中房にはl十5十12の蓮子を有する。奈良県の横井廃寺に類例が見られる。
（注11)

5は，平瓦の凹面に「理」の陽刻を持った瓦で， 平城宮における刻印瓦分類の「理！の lIC相

当する。

なお，平瓦は縄目叩きを有するものばかりであるが，縄自の方向が横方向であるものが数

点見られた。

5.小結

今回の調査では，三条大路北側溝を確認するとともに，土器溜りや轍群，ピッ ト等を検出

した。ただ残念ながら，建物跡は検出するには至らなかった。しかし， 多数の瓦の出土は，

近傍lζ瓦葺きの建物が存在したことを示唆している。また，鉱浮や炉壁体片の出土は，鍛冶

工房の存在を窺わせる。

今回検出した轍群は，前述したように， ζれを埋めている砂礁層から墨書土器や長岡京期

の特徴を有する土器が出土し，またこれだけの轍が残るほど車輔の往復が多数あり， 長岡京

造営時のものと考えるのが最も妥当である。今回調査地の北方で検出されている奈良時代の
（注12〕

流路（SDlO）を埋めるなどして，この地一帯を宅地化した際のものであろう。その際iζ洪水を

受け，砂礁で埋まったものと考えられ，長岡京における水害のl例と言えようか。

轍を埋め込んだ洪水の時期は，遺物からは，紀年銘等を持つものもなく明らかにすること

はできない。と乙ろで，続日本紀等の文献には，洪水の記事が散見し， 現在『続日本紀』 ・

『日本紀略』から，延暦3(784）年～13(794）年にかけての洪水記事を拾うと，延暦3年9月
（注13) （注14) （注15) （注16)

受酉の条，延暦7年10月丙子の条，延暦11年6月乙巴の条，延暦11年8月辛卯の条lと，それ

ぞれ見える。このうち，延暦3年の記事は，長岡京の造営は始まってはいるが前後の記事から
（注17)

平城京の乙とと思われ，また延暦11年の記事は， 三条大路北側溝が砂礁層を削って築造され
（注18)

ており，翌12年 1月には長岡宮を壊して，平安京の工事に着手しているという時間的経過か

ら，ζの砂磯層の堆積時期lと比定するには難がある。残るは， 延暦7年の記事であるが，文
（注19)

献に残る以外lζ洪水のあった可能性は否定できず，現時点では類推の域を出るものではない。

ただ，可能性の1っとして指摘しておきたい。
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今回調査を行った府立向陽高校の敷地は，過去3回調査が行われ，その結果から，敷地の

北半部に当る長岡京左京三条二坊四 ・五町の宅地の性格については，公的性格の強いものと
（注20)

指摘されている。今回の調査地は，左京三条二坊五町lと当り，遺物は，墨書土器・硯類（転用

硯含む） ・瓦等が多く出土するとともに，木簡 ・詑尾もあり，今までの調査と同様の指摘がで

きょう。特に，官人と密接な関係を持つ蛇尾や，瓦葺き建物の存在を窺わせる大量の瓦類は，

過去の調査での指摘を補強する資料と言えよう。瓦類は，軒丸瓦1点、を除き，他の軒瓦はす
〔注21〕

べて平城宮系のものである。ただ，弁が薬剣状を呈する素弁の軒丸瓦のみはやや特異で，奈
〈注22)

良県の横井廃寺lζ類例があるように，明らかに寺院系の瓦である。との瓦は現在乙訓地域で
（注23)

の出土例はなく，ただ北白川廃寺等lζ，モチーフに変化はあるが，やはり弁が薬剣状を呈す

る素弁21葉の軒丸瓦がある。同例は長岡京内でも出土しており，今回調査の近在の左京第71
t注24)

次調査地でも出土している。モチーフ的には，今回出土瓦が北白川廃寺出土瓦につながって

ゆくものと思われ，それが長岡京を接点としてつながることは，興味深し、。右京第71次調査

地の宅地は，兵士に関連した公共的性格が考えられており，これらの瓦がどのような関連を

持ってつながるかを考えることは，との五町の宅地の性格を考えるにも一助となろう。

さて，今回の調査地は，五町の宅地の中でも南辺に当り，同じく五町の北辺に当る左京第

98次調査地とは，転用硯や墨書土器が比較的多い他に， 壷Lの胴部に小孔を穿ったものが両

者で出土する等，密接な関連があり，五町の宅地が1町規模で利用されていた可能性を窺わ

せる。乙の乙とはすでに，左京第98次調査の報告の中で，左京第7次調査で検出されたSB03

が東二坊第1小路推定地の直上ないしすぐ東側に当るととから， 1町規模ないし四町を併せ
〈注25)

た2町規模の宅地利用の可能性が指摘されている。今回の調査結果は，乙の可能性をさらに

一歩進めることとなろう。ただ，四町を併せた2町規模での宅地利用の可能性については，

四町と五町の造物等をもう少し比較検討し，今後の調査の中で確認していかなければならな

い課題である。

最後に，今回の調査では，以上述べてきた長岡京期の遺構 ・遺物の他に，若干平安時代の

遺物・遺構を検出している。遺構では，ピッ トのうちいくつかは，平安時代まで下がるもの

であり， P-3は，掘形の方位や出土遺物から見て，平安時代のものと判断している。他lζ
（注26)

も平安時代の遺物はいく らか認められ，左京第7次調査で検出した土拡等，平安時代の集落

の広がりを確認することができた。

以上，長々と述べたが，今後解明していかなければならない点は多く残されている。それ

らを今後の課題とし，後の調査成果に期待したい。 （山口 博〉
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付表1 出土土器観察表

躍｜霊｜番号｜義｜お 器形の特徴 ｜ 手法の特徴 I 備
S土椀 1 12. 3 (3. 3）。開内さな平底とわずかに。内面は横なでを施す 。胎土 ほぼ良好 Q.5～l

1器 く口部かなるをが，口縁部 含む
D師A 湾しながら外りく上方IC o外面施のも横すのは， 全面へラ削り m大の砂粒を若干

1 0口縁端蓄は丸おさめ く なでをケ端ズリ近残 o焼成良好
9 る す（2）もある 。色調淡明褐色。
1 2 12. 5 (3. 5) 。胎土 Q.5mm大の砂粒を

多白~－く7含む
。。焼色成調 尺淡灯明褐色

3 13. 2 (4. 3) 。胎土良好微砂粒を若

椀 4 12. 6 3. 7 °やや丸味を帯び上たな方底る部 。内面は， なでと横なで 。胎土 良良淡好好褐
じ と内湾気味lζ外 l亡。外面は，へラ削りを施。焼成

開く口縁部から した後る荒いへラ磨き。色調 色
を加え

＋不 5 15. 8 4. 4 0 平めに口縁墳関るな底目静先i;i方。内面は，口縁部lζ横な 。胎土 良好 砂粒を若干
A 警口 るで底部になでを施すりくす 含む

部 さ o外全面をへラ す。
る の も る面が，口縁端部近削の o焼色成調良淡好明褐色

と内側Iζ 横なでをケO下ズ）半もリ残 も
6 15. 5 4, 7 の（6・7 の面（目（65状日) 7 ・l ある 。胎土 ほぼ良好

。7は面都や1の）~の小が（ す 。外 縁部擦あ lζ すハ 。焼成 良好る ケの痕を残も。色調淡明褐色
。口 きのがる

7 I什（5.1）も号とや さいもの（ 8・ 0焼成やや軟
9・1 ある 。色調淡明褐色

8 19. 2 。胎土 良干好含む微砂粒を若

。焼成やや軟
。色調淡褐色

9 15.9 0胎土良好 o.5mm大の
石英粒おらを若干含む

。。焼色成調 淡やや明褐子入色

10 I 19. 31 。。胎牌土叶 やややや粗い

。肌色M調A 淡明軟褐色

11 12. 7 3. 6 0胎土 やの砂』や17粗粒をく若1～干2mm含大む

。。焼色成調 良明灯褐色

B と 上に開く口磨き 。焼成良好
杯I12 14. 6 4. 1 o 縁高部台を車部し方平坦な底。口縁部外面lζ密なへラ 。胎土 良好

部
縁側fp なる 。培のの内口K斜面陪縁文や文放部やをは射太加， ， 内底部lと斜格段子す 。色調 明援褐色
。口 端 はさわずかに 日函いえ斜露にる部にー内へ厚せる 文を施

。 は方さら
め向の
る
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空ル一｜｜番号｜｜｜ （口法ω径） ｜｜｜ 器（量ω高） 器形の特徴 手法の特徴 備 考

S土 。底部内面はなで，口縁 。胎土雲母を多く含む
D師 内面は横なでを施す 。焼成良好
1器

。外を面施部苦は外言す， 企画ヘラ削り 。色調淡褐色1 
9 。 から 。底 面lζ「つ井も」状のへ。
14 15. 6 2. 6 縁部 ラを持の（19)

。胎土 大館淡ほほの縄良石色好英0ー. 5～lmm 1 が
比し， 雲母を

にロ縁開 。。焼色成調

おさ

15 15. 8 2. 1 ると内も
。焼飴色土 ほ好澄ぽ良褐好

する 。。成調良淡 色

端厚 側0）がlζ肥あ

16 15.9 
る

2.7 
大の粒をむ

。焼色成調 やや
淡白色

17 15.8 2.6 。胎土 ほぼ良砂好粒 Q. 5 mm 

大良淡好の明 を含む
。。焼色成調 褐色

18 16.4 2.7 
。。。焼胎色成土調 や明ほ褐ぽや良軟色好

19 20.7 2.1 。胎土 ほをぽ良合好む 若干砂

。。焼色成調 良粒淡好明褐色

20 25.1 
。：胎鵠土 0鵠多5くm含色大むの砂粒を

杯高
21 

。縦方断し面向たlζへ形もラつ削lとりを行り 。部脚を直部を接形の成巻成形き上は，げ粘て土，紐筒
。胎土 赤粒色斑粒他，微齢、

い 七角を 面取 を含む
を脚 。焼色成調 やや軟

淡明褐色

宝古l1 24 16.8 
。肩の部5きったイチジク形 。を口縁施密部すな内外国は横なで 。胎土良好 石英・雲母A の胴 IL直付立すする短い の微粒を含む

。口口縁縁開さ をは端，部わずかに外く
。胴 面部は磨，下半へきラ削らり 。。焼色成調 良暗好褐色の 頚 か下

lζ ，は，丸 lζ へラ を加え
おめる る
。把手の有無は不明

査 22 9.4 。短部くを内側持lζ屈広曲する口 。内面は横整なでを施す 。胎土ほぽ良好
E 縁 つ口の壷 。外落施面調 は，器表磨わが駒をlj 。焼色成調 やや軟

して不f明こへラ き 。 調淡明褐色
していと恩れる

- 49 -



京都府遺跡調査概報第15冊

構種長｜番号！会｜暴 器形の特徴 手法の特徴 備 考

S土褒 23 15.5 

。球E善ま通Eげ読まに，~~~ 。体向部外面は，を斜施なめ縦方 。。。焼胎色土成調 良良淡好好禍色D師A 字を する部 にハケ目 す
l器 。口縁部は，横を内 でを行方
1 。口り 肥部厚は，させ内側るに折 い， 25は， 面施面lと横
9 向lζハ体かケ部回 す。 。25は細， 内 fC横を方施
1 す向の いハケ目

25 21. 7 。23は残，体し部軽外内面くlζ指頭
。胎土 大良や談¢や組砂位CをL含5～む2mm 痕を なでる

。25の口縁方残部向 面下半に
痕は跡，縦が るのハケ目の 。。焼色成調 好褐色

建C 26 
。直のK下部部端あ方か部げと外にはてら延上な方びるる｝ζ量腸胴く I。休向部の外ハ商は且， 斜体部め縦内主を由 。焼胎色成土調 やや粗い

日休縁縁み る 施は内口緑zす商抜方ケ向のハケ目
良濃好褐色

。口 内につ
ま 肥厚側させる。 部は，横横なでし，

には残， 方向のハ
ケ目痕がる

恵須蓋 28 19.9 3.5 。平扇する坦線平部なな頂か部らと 屈曲す
。内外面回転なでを施す 。胎土 粒ほをぼ良含好む 黒色斑

な やや
器 宝珠つまり，みを付

。。焼色成調 堅灰色

杯A 29 13.0 3.8 。方平な坦な底び部と直に外か上 。底回内転部面及なでびを口縁施，未部す外面は， 。焼胎色土 精良にのる口縁部ら 。 成調 堅
る 外面は 調整 灰色
。口縁端部は，丸くおさ
める

30 13.3 4.4 土やす 1皿喜
の砂を若干合

。焼色成調 やや
灰白

杯Bl32 14.8 5.2 。平坦，直な底部外IC高方り台を付び 。高回内面転台及なでび貼を口縁施り部付す外面は， 。胎焼色土 精良し に上にの
。。 成調 青堅灰色る口縁部とかなる は，け

。高高高は，底部と口高部
のないしやや内に

33 16.5 4.8 付端 。胎焼色土 精良
lo は丸くおさめる

。。 成調 堅淡青灰色

皿 31 18. 1 (2. 1) 。平気な底味の短底部いとやや外か反 。内回転面及なでびを口縁施部す外面は 。焼胎色成土調 精良A の 口縁部ら やや軟
る 灰色
。端部は丸くおさめる

皿 35 22.7 3.3 。高方か台を有びし短，直lζ縁外上 。高回内転面台及なび口縁付施部すけ外国は．｜。焼胎色土 精良B にのるい口部 でを o 成調 堅
境L口らAなる 。 は貼り 。 灰色
。高は，底部と口縁
の いのやや内側lζ部付
す
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遺｜器器｜番号品 ｜暴 ｜構種形 (cm) 
器 形の 特徴 手法の特徴 備 考

宝士ll'. 。肩い直の張立った体部縁に，を短 。内外面，回転なでを行 。胎土 含1mmむ前も良後好の砂粒を
A する口部持 つ

l器 てコ 。肩部lζ自然勅がかかる
。。焼色成調 堅灰色

1 。を口縁有端す部るは， 水平な面
9 。
1 宝tll'. 。倒卵形外にふくらむ体部部を 。ロクロ水挽を施きラ成切す形の後，。焼胎色成土調 精良L iζ，け 反する口頭

。底回転部なはで，へ り未調
堅

つる 明灰色
。29は，端高部台は，付丸さなくお 整
さめ， は い

壷ド61~） I 咋く問題~ 1：…P叫 （盤貴EG （底径） 反る 。残底部すlζ 止糸切 を。
つける 。 明灰色

面円
。長方形の透しを持つ 。内外面，回転なで lo焼色胎土 精良

。。 成調 堅青灰色硯

~I 居恵/fol 聖子〈γ一。焼胎色成土調 やや組い（底径） 軟
1 器 。低部 な高台を持孔ち 体 灰白色1 半lζ，小を穿つ
9 。
3 

~ 恵須 。外を下有方しにや口や端開丸部くく高をお水台わ 。高回内転面台及なでびを口縁付施部すけ外面は，o。焼胎色土 良堅好
1器 平iζ外反さ縁せ 。 は貼り 。 成調 灰色
9 る ｜。
4 土師 。半「口く球縁」形の字をを状持しつlζた外体反部すると 。体ヶ部外面は縦方向のハ 。。焼胎色土 良良淡好好褐

器 都 。口縁目部車内はj 績事なでを施。 成調 色
し， 面をIL 方向のハ
ケ部目 残
。向体 面ILは施，不す定方
のハケ目を

f ；須恵宣陸E 43 ! 10. 9 ｜。。大革口b頭か部一日段聞目反みのすを破るな片頭部し部たか 。す内外面，回転なでを施 。焼胎色成土調 精良
堅育灰色3器

｜ ’きく Fく口縁 IC至後
る

劃42I 7. 4 。倒卵形にふくらむ体を部付 。高回転台なでを施り付す 。胎土 0.5～2皿大含むの石英
lζ外反する口頭部 は，貼け 粒を若干
す

。。焼色成調 青堅灰色。42は，高台を有する

含包層恵器須｜｜鉢A 認｜旭川13.6 0縮協議お ：i！削 F口闘は回 。胎焼色成土調 良好
堅青灰色

I る 0 部り外面下半は，ヘラ
。口縁端肥部厚をわずかに外

｜ ｜ 側に させる

日｜話 ｜叫

lo長方形の透し硝つ

灰色

:ii 41 I I ｜一内何一回転なで る lo胎焼色成土調 精堅暗良灰色
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注1 高橋美久二 「長岡京跡左京三条三坊第1次発掘調査概要」 （『埋蔵文化財発掘調査概報（1975）』

京都府教育委員会） 1975 

高橋美久二 「長岡京跡左京三条三坊第2次発掘調査概要」（『埋蔵文化財発掘調査概報（1976）』

京都府教育委員会） 1976 

注2 山下正「長岡京跡左京第98次発掘調査（7ANFNT-3地区）」（『京都府埋蔵文化財情報』第8号

（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1983 

山下正「長岡京跡左京第98次発掘調査概要 （7ANFNT-3地区）J（『京都府遺跡調査概報』第

8冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）1983 

注3 山中 章「長岡京跡左京第71次（7ANFOT-4地区）～左京四条二坊九町～発掘調査概要」（『向日

市埋蔵文化財調査報告書』第8集 向日市教育委員会） 1982 

注4 SD11901の国土座標値は下記のとおりである。

X＝一118,594. 3 y ＝ー26,117. 0 標高14.74m 

注5 他の調査における三条大路両側溝の国土座標値は下記のとおりである。

SD52 W X=-118,595.3 Y＝ー26,220.4 （北側溝） 左京第2次調査

E X = 118, 595. 2 Y ＝ー26,216.9（グ）。

SD54 W X＝ー118,607. 7 y ＝ー26,220.7 （南側溝） 。

EX= 118,607.8 Y=-26,217.0 （グ）。

SD0254 X＝ー118,606. 8 y ＝ー26,041. 0 ( // ) 左京第71次調査

上記数値の出典は，下記文献による。

藤田さかえ「長岡京条坊プランと条里」（『長岡京』第28号長岡京跡発掘調査研究所） 1983 

注6 高橋美久二他「長岡京跡右京第27次発掘調査概要」（『埋蔵文化財発掘調査概報（19802）』京都

府教育委員会） 1980 

注7 木村泰彦他「長岡京跡右京第96次調査概要（7ANKUT-4地区）J （『長岡京市埋蔵文化財調査報

告書』第1集 （財）長岡京市埋蔵文化財センター） 1984 

注8 奈良国立文化財研究所「平城宮跡発御調査報告 W」（『奈良国立文化財研究所学報』第26冊）

1978 

注9 注2と同じ

注10 稲垣晋也編『飛鳥 ・白鳳の古瓦』（平凡社）

注11 奈良国立文化財研究所『奈良国立文化財研究所基準資料V 瓦編5ー』1977

注12 注 1・注2と同じ

注13 『続日本紀』巻38 「京中大雨。壊二百姓庇舎一。詔遣二使東西京一賑二一給之ー。」

注14 『続日本紀』巻39 「雷雨暴風。壌二百姓慮舎一。J

注目 『日本紀略』前篇13 「雷雨。療水湧泡。式部省南門潟レ之倒イト。」

注目 『日本紀略』 前篇13 「大雨洪水。」

なお，乙の記事に関しては，との洪水K伴う記事が同月笑巳 ・甲午条に見える。 下記の通りで

ある。

受巳条。 「幸ニ赤目埼ー。覧二洪水ー。」

甲午条。 「遺三レ使賑二一路百姓ー。以レ遇二水害 也。J

注17 『続日本紀』にある下記々事から見る限り，桓武はいまだ平城lとおり，また11月11日（戊申）Iζ長

岡京』ζ移るまでは，新京乃至は長岡京と呼称している。

『続日本紀』巻38 「（3年5月）丙成。効遺二中納言正三位藤原朝臣小黒麻呂（中略）陰陽助外従

五位下船連田口等於山背闘ー。相ニ乙訓郡長岡村之地ー。潟レ遷レ都也。」
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「（3年6月）己酉。 以ニ中納言従三位藤原朝臣穫繕（中略）外従五位下丹比宿

祢異母等ー。矯ニ造長岡宮使一。六位官人八人。於レ是。綬ニ始都城。管ニ作

宮殿ー。」

「（3年6月）壬子。 〔上略）。奉レ幣。以レ告二遷都之由一駕。又今年調庸。弁

造レ宮工夫用度物。 仰ニ下諸図。令レ進二於長岡宮一。J
「（3年6月）壬成。有レ効。矯レ造二新京之宅一。 （下略）。」

「（3年6月）丁知。百姓私宅。入ニ新京宮内一五十七町。（下略）」

「（3年10月）壬申。任二御装束司井前後次第司ー。矯レ幸二長岡宮一也。」

「（3年10月）笑巳。 （上略）。又任二左右鎖京使一。各五位二人。六位二人。以レ

終レ幸ニ長岡宮ー也。」

「（3年11月）戊申。天皇移ニ幸長岡宮ー。」

「（3年11月）甲寅。 （上略）。中宮復留在二平城ー。 （下略）」

『続日本紀』巻37 「元年間正月壬寅。 （上略〉。並亦出ニ京外一。」

「（2年7月）戊戊。 （上略）。令レ得ニ入京一。」

「（2年7月）庚子。（上略）。召還二京師ー。莞時年六十三。（下略）。」

注目 『日本紀略』 前篇13 「(12年）正月 甲午。遣二大納言藤原ノj、黒麿。左大弁紀古佐~等ー。相二山背

園葛野郡宇太村之地ー。篤レ遷レ都也。」

「（12年）正月庚子。選ニ御東院ー。縁レ欲レ壊レ宮也。」

注目 延暦4年9月壬寅の条lとは，河内国が洪水になり，堤が決壊するとの記事があり，あるいは，

淀川筋が氾濫したのであれば，上流IC当る山背国でも洪水があった可能性はある。ただ，乙の

場合は，淀川のもう 1つの下流部に当る摂津職に洪水記事がないため，大和川筋の可能性が高

いと恩われる。

『続日本紀』巻38 「（4年9月）壬寅。河内国言。洪水汎溢。百姓漂蕩或乗レ船。或寓二堤上ー。

線食紹乏。裏目苦良深。於レ是。追レ使監巡。粂加二賑給ー駕。」

注20 注1・2と同じ

注21 瓦当部の欠失したものと， 連珠・周縁等の小片が3点あるが，平城宮系のものと思われる。

注22 注11と同じ

注23 梅原末治「北白川政寺祉」（『京都府史蹟名勝天然紀念物調査報告』第19冊） 1939 

梶川敏男ほか「北白川廃寺塔跡発掘調査報告」（京都市文化観光局文化財保護課・北白川廃寺発

掘調査団） 1975 

注24 注3と同じ

注25 注2と同じ

注26 注lと同じ
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5.長岡京跡右京第153次発掘調査概要

(7ANIAE-3地区）

1. はじめに

乙の調査は，京都府長岡京市今里小字赤ノ上（旧字名）において行われた府道長法寺向日

線の拡幅工事lζ伴う，事前の発掘調査である。現地調査は，京都府乙訓土木事務所の依頼を
（注1)

受けた当調査研究センターが主体となり，昭和58年12月9日から開始し，昭和59年2月2日

に終了した。

調査地は，京都盆地南西部で，阪急電鉄京都線「西向日」駅の西方，約1.3m l乙位置し，西

山丘陵の裾lζ形成された段丘に立地する。標高は，約29～38mである。調査地東側の段丘下

水田面で， 32～34mとなっている。調査地周辺の大部分は，現在，耕作地または，宅地とな

っているが，段丘端部である調査地付近は，南北lζ竹林が残っていた。拡幅が計画された道

路は，ほぼ東西lζ延び，段丘面K登る部分は，切り通し状になり，樟 ・棒などの大木が両脇

に植えられていた。との

第 32図 調査地位置図（1/50,000)

F
hu
 

Fh
u
 

道路が大字界となり，北

側が井ノ内地区，南側が

今里地区に分かれるとと

もに，西方の延長上の丘

陵裾には浄土宗の古剃で

ある光明寺の正門が位置

し，古くから利用された

道路であったことを窺う

ととができる。

との場所は長岡京跡の

条坊復元によると，右京

二条三坊五町および，十

二町の一部となり，調査

地内を西三坊坊間小路が

南北lζ通る位置に想定さ
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第 33~I 調査地付近地形図 (1/2,500) 

れていた。この

ように，当調査

地では，長岡京

域にあたるとと

もに，大字名を

とって名付けら

れている北側の

井ノ内遺跡， 南

側の今里遺跡の

接点にあたって

いる。両遺跡と

も広範囲にわた

るもので，時期

も断片的ではあ

るが，旧石器時

代以降，現在に

至るまでの遺構 ・遺物が検出されている。今里遺跡は，段丘上から， 沖積面にまでおよぶも
（注2)

ので，右京第7・12・26次調査等によって，長岡京大路側溝をはじめ，弥生・古墳時代の集

落，さらには，墳正長約74mと推定される墳丘部を削平された前方後円墳を検出している。
（注3)

また段丘lとは，白鳳期の創建と考えられる乙訓寺があり，それに係る瓦窯跡も調査されてい
（注4) （注5〕

る。井ノ内lζは，現在も古墳が点、々と残り，発掘調査によっても，古墳時代の住居跡や墓拡
（注6)

がいくつか検出されている。また，第25次調査においては，長岡京期の大型の掘立柱建物や，

平安時代の建物も検出され，分布調査によって瓦器類が濃密に散布する地域も知られている。

本調査は竹林等となっており，表面観察はできなかったが，東側lζ接する位置から， 弥生時
（注7)

代後期の土器が出土している。

2. 調 査 概要

調査地は，道路拡幅という工事の性格上，道路を挟んで，東西方向lζ2本の細長い トレン

チを入れる形となった。着手順に従って，便宜上，南側のトレンチをA，北側トレンチの西

半をB，東半をC卜レンチと呼称した。

A 卜レンチは，東西約35m・南北幅2～3mを測る。 北側の道路との聞に水路が通り，こ
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は，東側ほど，竹林整備による盛土が厚くな

っていたが，遺構面は，標高約38.3～38.4

mで，大きな傾斜はなし、。遺構は小砂礁を

含む赤褐色粘質土l乙掘り込まれ，中には，
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ピッ トは直径o.1～1 

隅丸方m ・深さo.1～0.4m，形状も円形，

それらの中一定はしなし、。形などがあり，

8世紀段階の土器が出でP3・P5・P6は，

士し，形状 ・埋土lζ共通性が見られる。ま

乙れPS・PlO・Pl2も直線的に並び，た，

回
＠
F

匂
同

γ
”〉

らは，掘立柱建物の一部を構成している可

能性がある。P2とP4は径約 lmを測り，

て司Lト

深さ ・底面の形状黒褐色系の埋土を持ち，

等の点、で類似している。各ピッ トとも出土

出土しでも小片のも遺物が極めて少なく，

明確な時期を確定し得ないのが多いため，

Pllから口縁から底部までものが多いが，

復元できた土師器の小型婆（第37図10〕が

回
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出土した。

SK15301は深さ10～12cm,SK15302は深

さ5～ 8cmを測る。ともに浅い土拡である。
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長岡京跡第153次

調査地外lζ広がるため，全体の形は不明であり，土拡として把握したが，竪穴住居跡の一部

である可能性も残る。埋土上部から，土師器，須恵器の細片を検出している。時期は断定で

きない。

Bトレンチは，道路北側の西部分で約21・5mの長さである。 Aトレンチ東半と同様な赤褐

色土に掘り込まれた小ピットを検出した。ピットは全体に小さく，深いもので， Aトレンチ

で検出したものよりも小規模のものである。一部lζは列状を呈するものもあるが，建物等を

構成するものはなく，伴出造物も極めて少ない。また，南北方向lζ掘られた 2条の溝がある

が，幅約3Qcm・深さ約lOcmで遺物も伴っていなし、。

Cトレンチは， Bトレンチに連続する東側の部分で，約33mの長さである。 ととで検出し

た主な遺構には，SK15303とSK15304がある。 SK15303は， 長さ 3m・最大幅l.lm・深

さ約20cmを測るやや不整形な土拡である。この トレンチの地山である黄褐色粘質土lζ掘り込

まれ， 6世紀の須恵器杯蓋等が出土した。SK15304は小規模だが，埋土の様子から同時期

のものと考えられる。 Cトレンチには，このほかにも，溝や土拡状の落ち込みが見られるが，

多くは近世以降に掘削されたもので，塵芥投棄のための穴や，円形の貯水槽などもある。乙

のように， ζ 乙では，遺構も希薄であり， A・Bトレンチ以上に，全体が削平を受けている

乙とが考えられる。

出土造物は，弥生時代以降，鎌倉時代まで，断片的ではあるが，各時期のものが出土して

いる。弥生土器では第37図8・9Iζ示した，聾や甑の底部などがあり，古墳時代以降は，土

師器，須恵器が出土している。その他では，瓦器 ・平瓦があるが，全体としては小破片が多

い。Pllから出土した土師器の聾は，口径10.6cm・器高16.4cmで，外面談赤褐色，内面談褐

色を呈し，内外面ともに刷毛で調整されている。器形の大きさに比べて，全体的lζ器壁が厚

く，胴部には，輪積成形時の段が残る部分もある。風化による表面の剥離が進んでいる。第

f--1 ~1 F二司一、2
戸 ニーニ宅二二『 3 －~ョ l.. 4 

I a眠ン \'-,-_J －－~”e 

~~ \LJlt~ ＼＿却； 。 1.0cm 

第 37図 造物実測図
出土位置： 1・7.9ー包含層， 2・3 P3, 4・8-SK15301,5-P5, 10 Pll 

ハ吋
U



京都府遺跡調査概報第15冊

37図1～7は須恵器である。 1・2は6世紀の杯蓋であり，長岡京期前後の時期と考えられ

るものには，杯B，壷底部，蓋，土師器杯などが出土している。包含層中の出土が多く，遺

構iζ伴うものは少なし、。

3.おわりに

調査地の制約もあり，各遺構の全体像，あるいはその性格を明確にしきれない結果ではあ

ったが，弥生時代以降，乙の付近にも集落の一端が広がっている乙とが確認できた。時期的

には，かつての調査で検出されている段丘下の集落と共通するものがあるが，それとの関係

に言及するためには資料不足である。長岡京の条坊に関する遺構は確認できなかったが，こ

の付近にも長岡京関係の建物，道路等が存在した乙とは確実であり，ζのような段丘縁辺，

段正崖が当時，どのように土地利用されたか， 課題として残るものである。

最後に，寒中， 調査に参加いただいた方々をはじめ，調査の円滑な進行のため，御尽力下

さった関係諸機関の方々に，御礼を申し上げる次第である。 （長谷川 達）

注1 現地調査は， 当調査研究センター主任調査員長谷川達，向調査員黒坪一樹が担当した。

注2 高橋美久二「長岡京跡昭和52年度発掘調査概要」 （『埋蔵文化財発掘調査概報』京都府教育委員

会） 1978 

高橋美久二「長岡京跡昭和53年度発掘調査概要J（『埋蔵文化財発掘調査概報』京都府教育委員
会） 1979 

高橋美久二 「長岡京跡昭和54年度発掘調査概要」（『埋蔵文化財発掘調査概報』京都府教育委員

会） 1980 

注3 吉本莞俊「乙司ii寺発掘調査概要」（『埋蔵文化財発掘調査概報』京都府教育委員会） 1967 

注4 稲荷塚古墳・井ノ 内車塚古墳などの前方後円墳のほか，大小の古墳が点在している。

注5 長岡京跡右京第72・107次調査などで検出されている。

注6 山中 章「都城の形成」（『向日市史」上巻第6章第1節） 1983 

注7 （財）長岡京市埋蔵文化財センター調査員岩崎誠氏の御教示による。

注8 柱穴状のピットを「P」，土拡を 「SK」で表す。

- 60 -
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6.長岡京跡右京第156次発掘調査概要

(7ANSNM地区）

1 はじめに

今回の調査は，府道下植野・大山崎線の道路

拡幅工事に伴うものである。所在地は，京都

府乙訓郡大山崎町円明寺夏目21番地ほかで，

阪急大山崎駅から西国街道を約800m北上し，

傍示木の交差点を200m東進した夏目浄水場

前である。調査地は，天王山の裾よりやや離

れた標高10～llmの平坦地で，小泉川の後背

湿地にあたる。長岡京条坊復元図によれば， 第 38図 調査地位置図（1/25,000)

京域南限から約200m程南へ外れているが，周辺の遺跡には，傍示木古墳や以前の調査にお

いて奈良時代の掘立柱建物跡 ・講が検出された百々遺跡等がある。また，調査地の下植野 ・

大山崎線は，平安京lζ通じる久我畷を踏襲しているとされる。以上の乙とから，京域外にも

かかわらず，各時代の遺跡の存在が推定されるので， 調査を実施した。調査期間は，昭和59

年2月13日から 3月2日までである。

2.調査概要

調査範囲は，計画長85m ・幅3mの道路拡幅部lζ限り，i福1.2m・長さ10～20mのトレンチ

を道路沿いに4本設定した。 トレンチ名は，東からNo.1 ・No. 2・No.3 ・No. 4である。

開削は，No.3・No.2・No.1・No.4の順番である。掘削は，地表下1.3mまで重機を使用し，

それ以後は子掘りであるが，壁面が崩落したり，湧水が激しく，困難の多い作業であった。

4本のトレンチ全体を通じて遺物は少なく ，土層の堆積状況も似ている。明瞭な遺構は検出

できなかったが，流路あるいは氾濫原ら しい土層が観察できた。

土層の堆積状況は，表面のコンクリート板以下， ①旧耕土 ・床土，①淡黄灰色粘質土層，

③灰色砂礁と青灰色粘質土の互層のj煩である。コ ンクリー ト板は夏目浄水場の擁壁で，高さ

60cm・厚さ30Cmを測る。乙れは No.3のみで， No. 1・No.2・No.4では暗灰褐色の盛土であ

る。①層は，階灰色を呈する厚さ20～30Cmの腐植土で，近隣の水田面と連なるものである。
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第 39図

／ ーに

調査地位置図

ト

E二二二三

府道下槌野大山崎線

レ ンチ配 置図
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東の方へレベノレが低くなる。②層は，厚さ30～40CIIlで，ほぼ水平lζ堆積し，単一の粘質土で

ある。これは①層以前の水田面か，あるいは「整地」層かと考えられる。少量の土器片を含

む。③層は，地表下1.2～2.3m以上を測る。砂礁は小礁から傘大まで混り合っている。青灰

色粘質土は厚さ10～15CIIlのレンズ状を呈している。遺物は，土師器 ・須恵器小片のほか，天

目茶椀の細片が出土している。

3. まとめ

今回の調査では，流路あるいは氾濫原（小泉川による）と考えられる要素をもっ土層（＠層）

を確認したが，その広がり ・方向 ・時期等は明確にする ζとができなかった。今後の調査を

まって複雑な旧地形を復元し，あわせて長岡京域の南縁部の実態をあきらかにしていく必要

があると思われる。 （竹井治雄）
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長岡京跡 （立会調査）

7. 長岡京跡立会調査概要

1. 府道大山崎大枝線

との調査は，西山正陵の東縁lζ沿って南北lζ通る府道大山崎大枝線の道路整備工事lζ伴う

立会調査である。工事は，京都府長岡京市井ノ内で，道路の西側lと歩道を設置するために丘

陵端部を削り取り，擁壁および側溝を設置するというものであった。工事は，南部と北部で

2工区lζ分かれており，立会調査は最初に掘削の開始された南側からはじめ，後lと北側の工

区へ移り，昭和59年6月17日から，同年7月23日まで，断続的lζ実施した。

調査対象地は，長岡京跡の条坊復元では，右京三条四坊の西隣で，西四坊大路lと接する地

域にあたるとともに，付近には長岡京期以外の遺跡も多い。調査対象地のある井ノ内は，西

山丘陵裾lζ広がる標高40～50mの段正であるために，乙訓地方西部の沖積地より，比較的安

定した地域である。 旧石器時代以降，現代lζ至るまで人々の生活の場となっていた乙とが，

発掘調査 ・分布調査等によって明らかにされるとともに，調査地近傍lζは，井ノ内車塚古墳

をはじめ，多くの古墳も築造され，一部は現在にも姿をとどめている。 調査地の現状は，小

規模に起伏する竹林である。

第 41図調査地位 置 図（1/50,000)

1.府道大山崎大枝線調査地 2.府道上久世石見里線調査地
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第 42図 府道大山崎大枝線調査範囲

立会調査の結果，削り取ら

れる丘陵端は，道路面から測

ると0.4～2mであったが，そ

乙で観察できる土層はすべて，

竹林整備によると考えられる

人為的な盛土であった。場所

によっては，現在lζ至るまで，

毎年くり返される竹林への土

入れの様子が明瞭に看取でき

る部分も認められた。現道路

面下まで，掘り下げられた部

分では，地山と考えられる淡

黄褐色粘質土が確認できたが，

工事による掘削範囲内では，

遺構 ・遺物は認められず近世

以降lζ投棄された瓦の集積が，

部分的に認められた程度であ

った。しかし，調査対象地の

道路東側に接する畑地では，

長岡京期のものを含む土師器，

須恵器が散布していた。畑地

内で掘削された農業用の溝で，

その断面を観察すると，耕作

土下lと暗茶褐色土，黒褐色土

が堆積し，特lζ大きく，後世の改変は受けていない状態であった。

このような点から，乙の付近においても，街栽培のために整備，利用されている竹林では，

大きく土地の改変が行われ， E陵部の平坦化が進むとともに，厚い客土でおおわれていると

とが観察できた。しかし，この府道から東では，本来，地形iζ多少の起伏はあるものの，畑

地の状態からもわかるように，比較的安定した，遺構面，あるいは，遺物包含層が，遺存し

ているものと考えられる。 （長谷川 達）

- 66 -



長関京跡（立会調査）

2. 府道上久世石見里線

乙の調査は，府道上久世石見里線の拡張工事に伴う立会調査である。工事は，向日市寺戸

町小字古城l乙所在する例慶児童公園の北辺部を削り取り，道路を拡張する乙とによって，路

線パスをはじめ，各通行車両の旋回，進行を円滑化することが目的とされていた。調査地は，

長岡京の条坊復元によれば，宮域の北西部にあたるが，地形的には向日丘陵の東斜面であり，

長岡京当時の利用状況が，必ずしも明確になっていない場所である。しかし，乙の向日丘陵

線上には，元稲荷 ・五塚原 ・妙見山 ・寺戸大塚古墳等の前期大型古墳が，築造されているの

をはじめ，弥生時代，鎌倉時代の遺跡も確認されている。 工事による掘削箇所で土層を観察

すると，上部には，公園造成時のものと考えられる盛土があり，それ以下は，地山の砂磯層

第 43図 立会調査位置図 （1/2,500)

？手m

第 44図平瓦拓影
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となり，造物包含層等は認められ

なかった。しかし，盛土中からで

はあるが，第44図lζ示した平瓦片

を採取するととができた。凸面lζ

一辺約1cmの斜格子叩きを施し，

凹面には布目が残る。厚さ 2.5～

3 cmで，淡灰色を呈し， やや軟質

である。乙の瓦は長岡京期のもの

ではなく， 調査地西方の正陵上に

あって7世紀創建と推定される宝

菩提院廃寺lζ関連するものと考え

られる。宝菩提院廃寺について，

その様相は必ずしも明確になって

はいないが，軒丸瓦 ・軒

平瓦が出土し，塔心礎も

遺存しており，大規模な

寺院跡の存在が惟定され

ている。（長谷川 達）
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8. 長岡京跡左京第118次発掘調査概要

(7 ANDKG-3, EJS-3地区）

1 はじ めに

この調査は，京都府向日市森本町小t91l22～30および鶏冠井町十相11～14・16において計画

された向日市立体育館の建設に伴う事前の発掘調査であり，向日市の依を受けて財団法人京

都府埋蔵文化財調査研究センターが主体となって実施した。

この地域は，京都市lζ隣接するとともに，大阪への通勤圏でもあり，近年，急速に都市化

され，市域の大半は宅地化されているが，国鉄東海道本線と東海道新幹線に挟まれた調査地

周辺は，現在まで比較的広く農地が残っている。

長岡京の条坊復元では？左京一条二坊十町の南部と十一町をほぼ包括する場所であるが，

調査は，体育館の建物部分の建設が予定された十町域を中心に行った。現在も残る地形と条

坊を周辺の調査結果等から比較すると， 西側を南北lζ走る市道が東二坊坊間小路（平安京の

地位 置図
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堀川小路），東側の農道が東二坊第二小路（油小路）に重なり， 十町と十一町を分ける南一条
（注1)

条聞大路の痕跡が，現在も森本町と鶏冠井町の大字界の水路となって残っている。周辺の調

査では，規模の大小はあるが，西側で左京第10・14次調査があり，北側で， 12・21次，東側

で33・82・100次等の調査が行われている。 14次調査（左京一条二坊六町）では， 5棟の掘立
（注2)

柱建物や，南一条条聞大路，東二坊坊間小路の側溝が検出され， 89次調査では，東三坊大路
（注3〕

の東側溝を約lOOmにわたって確認している。乙のように宮域に極めて近く，者flの中でも整
（注4〕

備の進んでいた地域であることに加え，洪積世丘陵上に立地する宮城と違い，水分の多い沖

積地であるために，有機物を含む，多種多様な造物が周辺で出土している。また，乙の付近
（注5)

は，左京第10次調査等で縄文土器が出土したことから，縄文時代の集落跡（石田遺跡）として

も確認されており，更に，調査対象地の東側lζ近接して，狐塚古墳として登録されている円

丘が存在していた。

調査は，当調査研究センター調査課主任調査員長谷川 達，同調査員石尾政信 ・山口 博

が担当し，遺物整理では，岡田代 弘が加わった。本書の執筆は分担して行い，各文末に氏

名を記している。遺構写真は主に，石尾政信 ・山口 博が撮影し，遺物写真は高橋猪之介氏

に依頼した。

なお，調査期間中御協力を賜わった関係機関および地元の方々，また， 多々御指導・御教示
（注6)

を受けた方々に厚く感謝するとともに，現地作業，整理作業に従事していただいた方々に御

礼を申し上げる次第である。

（長谷川達）

2.調査概要

この調査地は，長岡京廃都後，農地とされたと考えられる場所で，地形はほぼ平坦となっ

ており，標高約14mを測る。体育館建設が具体化されるまでは水田として利用され，各国の

形状は，南北lOm前後 ・東西lOOm余という東西に細長いものであった。

現地調査は，昭和59年10月10日に開始し，昭和60年2月14日に終了した。調査対象地は，

体育館の建物 ・駐車場 ・公園等の周辺関連施設を含めると，約19,000m2であったが，発掘

区は，体育館建物部分を中心lζ，当初約3,800m2を掘削した。発掘区の大半は，左京一条二

坊の十町域lζ入り，乙乙で掘立柱建物跡や南一条条聞大路等を検出したため，建物群の広が

り，南一条条聞大路北側溝の延長部分の確認のために十町域の調査区を拡張した。当初の調

査区を東へ拡張するとともに，南西部を西に拡張した結果，南一条条聞大路北側溝の東西の

延長や多数の掘立柱建物跡を確認した。そ乙で，建物群の北への広がりを確認するため，調

- 70 -
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査区の一部を北へ拡張した。また，十一町域では， 狐塚古墳の外部施設の確認，大路南側溝

を把握する目的で，南1～3トレンチを入れた。

発掘区の土層の基本的な層序は，耕作土の下に床土（黄褐色粘質土）があり，調査地の多く

は，その層を除去すると遺構が検出できる状態であったが，南東部では，黒褐色粘質土の遺

物包含層が堆積していた。との造物包含層は，発掘区西部を北西から南東へ向けて走る流路

の上面を広くおおう形で堆積したもので，他の部分には認められなかった。また， 同様の色

調をもっ層が，発掘区北東の拡張部でも認められたが，造物をほとんど包含せず，前記のも

のとは異質であった。 地表から遺構面までの深さは，場所によって多少の深浅はあるが，全

体的にはo.3～O. 5mと比較的浅く，各時代の遺構もほぼ同一面で検出した。遺構面は， ほぼ

平坦であるが，それらが掘り込まれる基盤層は，沖積地という性格上，発掘区内でも場所に

よって大きく異なっている。西部の一部では淡黄褐色砂質土があり，東へ向けて徐々に黒灰

色粘質土，灰色砂層，黄灰色砂層等に変化し，東南部では砂磯層となっている。時期の限ら

れた造物包含層は少なく，床土下部から，遺構検出面にかけて，各時代の造物が混在して出

土する状況が見られた。なお， 柱掘形や溝の深さなど，遺構検出状況から，調査地全体があ

る程度，後世の削平を受けていると考えられる。

検出した遺構 ・遺物には， 縄文時代 ・弥生時代 ・古墳時代 ・長岡京期およびそれ以降のも

のがあるが，質量ともに中心となるのは長岡京期である。検出した遺構には，南一条条聞大

路南北両側溝や長岡京期の掘立柱建物跡14棟 ・井戸2基 ・土拡，弥生時代の溝，中世の素掘

り溝等があり，造物は， SD11805（南一条条聞大路北側溝）から多量の長岡京期の土器が出土

したほか， 墨書土器 ・軒瓦 ・木製品 ・金属製品 ・施紬陶器 ・弥生土器 ・縄文土器 ・石器・銭

貨等がある。

以下， 章を改め逃構 ・遺物について解説する。

3. 検出 遺構

この調査では， 長岡京期の掘立柱建物跡や道路側溝を中心Iζ多くの遺構を検出した。ここ

では，長岡京期の遺構とその他の遺構に分け，各遺構毎lζ記述する。なお整理の都合上， 各

遺構lと通し番号を付すとともに，その前に長岡京跡左京域の調査次数の118と，遺構の種類

を表す記号 （SA－柵列， SB－建物，SD－溝， SE－井戸，SF一道路， SK－土拡，sx特殊遺

構〉をつけて一連の遺構番号としている。

(1) 長岡京期の遺構（第46～55図）

乙の時期の遺構lζは，掘立柱建物跡，溝，井戸，土拡，柵列，道路等がある。建物は，十
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町域の発掘区で検出され，完結しないものを含めると14棟以上で，東部と西部の 2群に分け

る乙とができる。井戸は西部で2基あり， 1基は井戸枠を残していた。溝では，南一条条聞

大路南 ・北側溝や宅地内の溝等が確認できた。また，土師器の小皿と銭貨が集中して出土し

た特殊遺構も検出した。

。
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一一13.Sm

SB11802 東部建物群の北側中

央に位置する桁行5間（13.5m）・

梁行2間（5.lm）の東西棟の建物跡、

である。柱間寸法は，桁行2.7m( 9 

尺） ・梁行2.55m (8. 5尺）等間であ

る。柱掘形l辺o.6～O. 8mの掘形

を基本として，深さは深いもので

約0.4m，浅いもので約0.2mを残

すが，明確な柱抜き取り痕はない。

柱痕は径約0.2mを測る。この建

物群の中では，柱間寸法が大きく，

その建物配置からも，中心的役割

を持つ建物であったと考えられる。

なお，この付近には中世の素掘り

溝が多く，またその深さも深いこ

とから，柱掘形の遺存状況は悪い。

国土座標は，北西隅柱でx= 117, 

216. 6, y ＝ー25,943.6である。

SB11803 東部建物群の中で

SB11802の南東に位置する，桁行

5間（12m）・梁行2間（3.6m）の

南北棟の掘立柱建物跡である。柱

間寸法は，桁行2.4m ( 8尺） ・梁

行1.8m ( 6尺）等閣である。この

付近も中世の小溝が多く ，また深

く掘られているため，すべての柱

穴を検出することはできなかった。
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~ 

5811803 
5811812 

5811817 

a Gコ

c 

SB 11804 

。 字m

第 48図 SB11803• 11804・ 11812・ 11817平面図
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柱穴の平面形は遺存状態の良いものは， 1辺40～50cmの矩形であるが，柱根部分しか検出で

きないものもある。南東隅の柱穴内から，土師器高杯の脚部が出土した。建物北西隅の柱穴

の国土座標は， X＝ー117,224. 7, y ＝ー25,931. 9である。

SBl 1804 発掘区東部の一連の建物からやや西に離れた位置に建つ桁行3間（7.2m）・ 梁

行2間（3.6m）の南北棟建物跡である。柱間寸法は，桁行2.4m ( 8尺） ・梁行1.8m ( 6尺）等

間で，柱穴平面形は，1辺30～40cmの矩形を呈する。 国土座標は，北東隅柱穴でx=-117, 

233. 9, y ＝ー25,961. 9である。また，建物lζ重なるように他の柱穴があるが，性格は不明で

ある。

SB11810 SB11802の南西部lζ建つ東西棟の掘立柱建物跡で北面と東面に廟を持つ。身

舎部分は桁行3間（5.85m）・梁行2間（4.2m）で， 柱聞は，それぞれ1.95m(6. 5尺）と2.lm 

( 7尺）であるが，北面廟は2.7m( 9尺），東面廟は2.4m ( 8尺）を測り，各部において変則的

な寸法を用いている。柱穴平面形は， 1辺40～60cmの矩形のものが多く、遺存状態は，比

較的良好である。柱穴には，柱根の遺存したものや，底面lζ礎板状の板材の残るものもあっ

た。国土座標は，身舎北西隅柱でX=-117,228.3, Y=-25,949.7，東面府南端の柱穴でX=

-117, 232. 8, y =-25, 941. 5である。

m
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第 49図 SB11810実測図
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l機

一－13On、

0 2m 

第 50図 SB11811実測図

SB11811 東部建物群の南西部に配置された桁行5間（10.5m）・梁行2間（5.lm）の東西

棟の掘立柱建物跡である。柱間す法は，桁行2.lm ( 7尺） ・梁行2.55m(8. 5尺）等間で，柱穴

掘形は1辺50～60cmの矩形であるが，軟質な砂層lζ掘り込まれている部分もあり，原形の

くずれているものもある。柱穴の 1つには，遺存状態の良好な柱根が残っていた。柱根は八

角形で，径約15cm，下端部近くに扶り込みがあり， それが柱根を一周していた。乙の建物

の国土座標は，南東隅柱穴でX＝ー117,246. 4, y =-25, 944. 1である。

SB 11812 SB11803と重複して検出した掘立柱建物跡である。確認できた柱穴は少なく，

北側の東西柱列と，南北の柱列の一部に留まる。その柱間寸法および位置から， SB11810に

対置された同規模の建物を想定することができるが，後世の削平，小溝等による撹乱を考慮

しでも，遺存している柱穴数が乏しい。 SB11803との関係は，柱穴の重複している場所はな

いが，想定し得る形状から，乙の建物がSB118031C先行するものと考えられる。あるいは確

認できた柱数等から，建設途中で放棄され，形状を変えたSB11803が建てられたとも考えら

れる。

SB11813 東部建物群の南部に建てられた桁行3間（7.65m）・梁行2間（5.lm）の東西棟

の掘立柱建物跡である。柱間寸法は桁行 ・梁行ともに2.55m (8. 5尺）である。南西隅の柱は，

中世の土拡（SK11855）によって削られている。乙の建物とSB11817は，極めて近接しており，

それぞれの南北の柱列の間隔は，約1.2mである乙とから，先後関係があるものと考えられ

る。乙の建物群がある程度，左右対称に配置されているととから， SB11817を先とすること
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ができるが，確証はない。北西隅柱穴の国土座標は， X＝ー117,248. 1, y ＝ー25,936.9である。

SB11817 SB11811の東に位置する掘立柱建物跡で梁行2間（2.7m）であるが，桁行につ

いては変則的である。桁行は5間（10.8m）を原則とするが，両側各2間分の柱間寸法は2.lm 

(7尺）で， 中央の柱閣の両脇lζ1.2m ( 4尺）の間隔で柱が設けられている。補強的な意味で

建てられたものと考えられるが，正確な意図は不明である。東の妻側中央の柱穴内から和同

開弥が1枚出土している。国土座標は，北西隅柱穴でX＝・117,241.3,Y＝ー25,939.8である。

SB11819 東部建物群最南部で， SD118051C接するように建てられた桁行，梁行とも 1聞

の掘立柱建物跡である。柱聞は，南北1.5m ( 5尺） ・東西3m (10尺）の規模である。南一条

条聞大路lζ面したその位置から，小規模な門跡である可能性が高いが，続日本紀Iと見える門

。
'O 

5811815 
。平m

第 51図 SB11815・ 11816平面図
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を規制する記事内容には反し

ており，課題を残す。北西隅

柱穴の国土座標は， X=-117,

254. 5, y ＝ー25,944.2である。

SB11815 発掘区西部で検

出した東西棟の掘立柱建物跡

で，桁行3間（7.2m）・梁行2

間（3.9m）の身舎の南面lζ廟

を持つ。柱間寸法は，桁行2.4 

m(8尺）・梁行1.95m (6. 5尺）

・廟部分2.85m (9. 5尺）が基本

となる。しかし，その柱間寸

法，方向等に乱れがある乙と

に加え， 2個の柱穴が重なる

部分もあり，建て替えが行わ

れている乙とがわかるが，建

物の変化を特定するには至っ

ていない。国土座標は，身会

南西隅柱穴でX＝ー117,246. 2, 

Y＝ー25,944.6である。なお，

乙の建物の身舎部分の柱穴か

ら，須恵器壷G，高杯がそれ
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ぞれ完形に近い状態で出土した。

SB11816 SE11808の北で検出した桁行3間（5.4m）・梁行2間（4.2m）の掘立柱建物跡で

ある。柱間寸法は，桁行1.Sm ( 6尺） ・梁行2.lm(7尺）を測る。国土座標は， 北東隅の柱穴

でX=-117,228.7,Y=-25,991.4である。

なお， SB11815・16をはじめ， SE11808を囲むように構築された西部の建物群については，

前記の2棟以外にも，井戸の北東部および，南西部分に数間分の柱列を検出し，さ らに何棟

かの建物，あるいは柵等が存在していたととがわかるが，流路等で消失した部分もあり，特

定できない。

SB11842 東部建物群のSB11802より更に北に建つ，桁行2間（3.6m）以上・梁行1間

(2. lm）の掘立柱建物跡である。規模も他のものに比べて小さく主軸も偏しており， 乙の南

の建物群と一連のものであるかは確定できない。

SDl 1805 十町域の発掘区南部で検出した溝で，南一条条聞大路の北側溝と考えられる。

一部後世の流路によって寸断され，不明瞭な部分もあるが，延長109mにわたって検出でき

た。規模は，場所によってやや異なるが，幅l～1.3m・深さo.15～O. 4mを測る。埋土は，

地山との関係もあり，東側では砂

。

I Y=-26,0210 Iv~ 26.02s.o 
磯分が多く，西側では黒褐色粘質

土である。比較的深く残っている

東側の土層は，大きく分けて，上

下2層からなり，下層iζ砂質分の

多い土が堆積していた。造物は，

A

ハ斗＋
l

X=-117,279.0 

西半分から集中して出土し，東側

では極めて少ないものであった。

この遺物の多少は，東西の建物の

性格に起因することが考えられる。

溝底の一部では，形状がやや不鮮

明であるが， 獣足等の痕跡が残っ

ていた。国土座標は3 西端でX=

-117, 257. 3, y ＝ー26,034.0，東端

X＝一’17,283.0

2m 

第 52図南3トレンチSD11806実測図 でX＝ー117)256. 8, y ＝ー25,928.0 

1.耕作土 2.床土（灰褐色土） 3.黒褐色粘質土（灰色 である。
土混） 4.黒掲色粘質土 5.黒灰色砂質土 6.黄灰色
砂層 7. If音青灰色粘質土 SD11806 十一町域に入れた3

- 78 -



長岡京跡左京第ll8次

本のトレンチ（東から南1・2・3トレンチ）のうち，2本で確認した溝で，南一条条聞大路の

南側溝と考えられる。南2トレンチでは，後世の撹乱によって確認できなかった。南1トレ

ンチでは，幅2.3m・深さ0.35mで5mの聞を検出し，南3トレンチでは，幅2.6m・深さO.5m 

を測った。北側溝lζ比べると規模が大きし 堆積した土層から，水の流れていた痕跡も観察

できるが，溝の埋土中に新しい時期の遺物は認められず，都の廃絶後，大きく時を移さずに

埋没したものと考えられる。しかし，現在も，乙の遺構に沿って水路が設けられており，何

らかの形で生かされ続けた溝であったことがわかる。南3トレンチでは埋土に水分も多く，

遺物の遺存状況も良好であり，溝底近くから完形に近い提瓶や，木印を脚部中空部lζ入れた

土師器高杯が出土した。国土座標は，南3トレンチでX＝ー117,279. 8, y ＝ー25,025.0，南1

トレンチでX=-117,279.5, Y=-25,957.0である。

SD11807 十町域発掘区の南部中央で検出した東西溝で， SD11805に平行して掘られて

いる。長さは約27m・幅1.1～1. 4m・深さo.1～0.3mを測る。出土遺物は少ないが，溝東端

付近から，やや集中して出土した。SD11805の北側に位置しでほぼ平行であるが，講の肩部

では，約2.9～3. 3m離れている。宅地内溝と考えられるが，建物の希薄な部分にだけ設けら

れている。国土座標は，西側でX=-117,253.O, Y=-25,981. 6，東側でX＝ー117,251. 7, y 

＝ー25,954.5である。

SAl 1820 SD11805と07両溝の間で延長37.7m にわたって検出した東西方向の柱列で，大

N 5011805 
豆一13.8

務物揚 あ多多奪
Y= 25 972 Y=-25, 960 Y=-25, 945 
N 三~13.Bm

務~多解雇務弘毅奪三
Y=-25,939 Y=-25,938.7 Y=-25,933 
｜暗灰褐色粘質土 2.黒掲色粘質土 3.黒褐色砂質土 4.暗黒褐色砂質土 5.黒灰色砂質土

N 5011807 
一塁13.Bm

務~多援物物協物扱務
Y=-25,966 Y＝一25,972 

I.暗黄灰色粘質土 2.灰褐色砂質土 3.暗灰褐色粘質土

。
1m 

第 53図 SDll805・ll807土層図
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路と宅地聞を仕切る塀跡と考えられる。東はSB11819の東辺から始まり， SD11807の西端ま

で続く。 11間分検出したが，柱聞は3～3.7mと厳密には統一されていない。柱掘形も， 径

o. 2～0.4mと小規模で，不整形な円 ・楕円形を呈するものが多い。また， 西端の柱穴から，

北へほぼ直角lζ曲がった 3mの位置に，SD11807に接するように，もうlか所，柱根の残っ

た柱穴があり，乙の柱列とつながる可能性を持っている。柱列と両溝の間隔は，西端付近で

SD11805から2.lmと， やや大路北側溝に近い位置で東西に連なっている。国土座標は，柱

列西端で， x= 117, 255. 6, y =-25, 982. 0，東端でx=-117, 255. 2, y ＝ー25,944.3である。

SF11801 面的な検出はできなかったが，北側溝（SD11805）と南側溝（SD11806）によって

画された東西方向の道路で，南一条条聞大路である。長岡京当時の呼称、は不明だが，平安京

’跡においては近衛大路として現在まで名称が残る道路lζ相当する。後世の削平のため，整地

層は，認められず，現況での路面幅は20～21mを測る。南北両側溝心々聞の距離は22.5mで

あり，それから求めた道路心の国土座標はX＝ー117,269. 5, y ＝ー26,025.0である。

SE11808 発掘区西部の建物群内に掘られた井戸である。検出面で径1.6m・底面径O.6m 

のほぼ円形を呈し，深さは1.3mを測るが，井戸枠等の内部施設は遺存していなかった。埋

土下層から，土器類のほか，斎串， ミニチ

。

第 54図 SE11818実演lj図

1m 

ュア竃，柄が装着されたままの万子，手斧の

一種とも考えられる鉄器や墨書土器などが出

土した。また，瓦では， 6801型式の軒平瓦片

が出土している。 国土座標は井戸中央で，

X＝ー117,239.9,Y＝ー25,992.6である。

SE11818 調査地西側の拡張部で検出した

隅柱横横縦板式の井戸である。 井戸枠は， 隅

柱間で，東西 ・南北ともにほぼlmで， 四隅

lと面取りを施した柱を立て，柄を持った横桟

を渡して四辺の縦板を支えている。横桟は，

3段遺存し，東西面と南北面では，隅柱の柄

Tum 穴の位置を上下に穿つことで高さを変えて渡

されていた。縦板は， 厚さ1～2cmの薄いも

のを用い， 2～3枚を重ねて使用している。

検出面からの深さは1.45mで，部材の上部は，

腐食も進んでいたが， 遺存状態の良い隅柱の

- 80 -



長岡京跡左京第llS次

上端は，現地表下約O.3mのところにあったものである。井戸の掘形は， 1辺3.6mのやや不

整形な隅丸方形を呈し，井戸中位まで，徐々に狭くなるように掘られているが，それ以下で

は，部分的に訣り込んで掘ってあり，断面がオーバーハングした状態になるところもある。

内部からは，土器類等が出土したが， SE118081ζ見られたような特殊な遺物は認められなか

った。国土座標は，北西の隅柱で， X=-117,256.0, Y=-26,015. 5である。

SK11814 東部建物群の中のSB11811の北側で検出した土拡である。東西2.4m・南北1.2 

mの長方形で，深さはo.15～O. 25mを測る。拡内からは，土器類が少量出土したが，特徴的

な出土状況は認められず，その性格は確定できない。

SX11856 十町域の南西部の拡張部で検出したもので，南北約lm ・東西約0.6mの範囲で，

土師器小皿（皿C）と銭貨が集中して出土したものである。土師器は，同一形態のものが，上

下は一定でないが， 10個体以上重なるようにして出土し，それに混在して，和同開弥 ・神功

開費 ・高年通賓の3種類の銭貨が6枚検出できた。平面，断面の観察によっても土拡等の遺

構は認められず，周辺でも発掘区内では，東12mlζSE11818があり， 南3ml乙大路北側溝が

走る程度である。おそらく，何かの祭肥が行われたものと考えられるが，詳細は不明である。

( 2) その他の遺構（第55図）

ここで取り扱う遺構の多くは，溝であるが，その中には時期を限定できるもののほか，埋

土中の遺物が皆無に近く，時代を限定できないものや，せいぜい長岡京期に対して新旧のわ

かるもの，あるいは，長岡京期に入る可能性のあるものも含まれている。

SD11821～34 十町域発掘区の北側中央で検出した南北方向の溝で， 14条確認できた。

SB11802の西から規則的に掘削され，内部には黒褐色粘質土が堆積していた。溝1条の幅は

o. 3～O. 4m・深さはo.15～O. 2mで，北端は発掘区域外に出るものが多いが，北端まで検出で

きた溝の 1つであるSD11824では，南北6.5mを測る。溝と溝との間隔は2.2～3. 3mと一定

しないが， 一連のものであり，何らかの耕作に関する遺構を想起させる。溝中から検出した

遺物は極めて少ないが，その中で器形がわかる椀C土師器を見ると，長岡京期から平安時代

前葉lζ位置づけることができる。その南端は，中世の東西方向の小溝が錯綜し，不明瞭だが，

SD11837，あるいはSD11835付近で終結している。

SD11835 発掘区中央，やや西よりで南北方向に約15m掘られ，東にほぼ直角に曲がって

SB11810の近くまで達している。幅はo.3～O. 4m・深さは0.15～O. 2mで，内部に黒褐色土が

堆積していたが，時期を確定できる遺物はなかった。南から東へと屈曲する位置の国土座標

は， X＝ー117,222. 1, y =-25, 980. 8である。また， この溝の南端から約8m離れて，規模 ・

方位等が同様の溝が4mの間，掘削されている。その南端の国土座標は， x=-117, 248. 5, 
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y =-25, 980. 6である。

SDl 1836 SD11835の西側4mのと乙ろに，ほぽ平行して掘られた溝である。西部建物群

の東にあり，幅Q.3～0.4m・深さO.lmで， 南北方向に約20mの間掘削されている。その形

態はSD118351ζ極めて近似しており，対になる可能性を持つ。国土座標は，その北端でX=

-117,218.6, Y＝ー25,984.8，南端でx= -117' 238. 2' y ＝ー25,984.6である。

8011837・38・39 SD11835付近から，東部建物群の西まで掘られた溝で，規模は小さく，

幅0.2～O.3m・深さo.1～O. 2mである。ほぼ東西方向であるが，やや東側で北へ，西側で南

lζ偏している。すべて黒褐色土が埋土となり，明らかに中世の小溝群とは異なるが，出土遺

物はない。

8011840 発掘区中央付近を南北方向に走る溝である。 北はSD11841と重なる形で始まり、

ゆるやかに湾曲しつつ南下し， 一部で枝分かれする（SD11841）。確認できた範囲では約28m

掘られている。場所によってやや異なるが，幅は， o.3～O. 4m・深さはo.8～O. 9mで，海の

形状も鋭角に掘り込まれている。乙の溝にも出土遺物がなく正確な時期は不明だが，長岡京

期より新しく，中世小溝群よりも古いと考えられる。

8011845 調査地西部を北西から南東方向に走る溝である。溝の遺存状態は悪く，溝底面

がかろうじて残る程度の部分もあったが，弥生時代後期の遺物が出土した。規模は残りの良

い部分で幅O.7m・深さはO.lmを測る。

8011847 調査地を北東から南西にかけてやや湾曲しつつ流れる溝で， 64mにわたって検

出した。東は発掘区外となるが，西は， SD11850K合流する形となる。幅o.7～1. 2m・深さ

o. 3～O. 5mを測る。

SDl 1850 調査地西部で検出した流路で，北西から南東方向に流れ， 上面で幅3.5mを測

る。その確認できた南端近くで， SD11847・48・49が合流している。乙の合流点付近には，流

路lζ対して平行，あるいは直交して杭が打ち込まれ，小規模なしがらみが形成されていた。

出土した遺物は，摩滅した土器片1点と石器1点にとどまり，時期を明確にはできないが，

長岡京期より古いζ とは確実であり， SD11845の時期より遡ることはないと考えられる。こ

の流路の方向が，本来の地形lζ沿った水流の方向であり， SD11850の上面および周辺には，

長岡京廃絶後に形成された遺物包含層も，この方向を踏襲して形成されていた。

SK11855 発掘区東南部で検出した土拡である。直径約5.5mのほぼ円形を呈し，深さは

1. 2mで摺鉢状に掘られていた。埋土下部は灰色形の粘質土で水分が多く，水溜的な用途で

掘削されたものと考えられる。 ζの土拡によってSD11813の南西隅柱穴や， SD11805の一部

が削られている。また，土拡内の傾斜面lζ数本の杭が不規則に打ち込まれ，腐朽せずに遺存

Q
U
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していた。内部から，瓦器片が少量出土し，中世の範鳴に入れるが，小溝群の多くよりは，

時期の新しいものである。

SK11858 SB11817の西で検出した小土拡である。不整形な卵形で，長径0.9m・短径0.7m 

・深さは約0.4mである。埋土は暗茶褐色系の土で，よく締り，土器の細片とサヌカイトの剥

片が数点、出土した。土器の厳密な時期は確定できないが，縄文時代lζ属する可能性がある。

ここに列記した各遺構以外にも，東部建物群周辺に，断続的な南北溝や，浅い土拡状の落ち

込みがあり，発掘区西部でも杭列等がある。杭列は， 発掘区北西部のSD11845の北東側から，

SB11816 ~C重なるように数条検出された。方向はSD11845 とほぼ並行し， 同時期のものであ

る可能性もあるが確証はない。また南3トレンチでは， SD11806の南に，それと平行した東

西方向の溝を2条（SD11860・61）検出できた。ともにこの範囲では無造物であったが， 方向

・埋土の状況等から，長岡京期iζ属する可能性がある。 （長谷川 達）

4.出土 遺 物

今回の調査では，土器類 ・土製品 ・瓦類 ・銅製品 ・鉄製品・銭貨・木製品・石器類等が出

土している。

(1）土器 ・土製品（第56～63図）

調査地全域から土器類は出土しているが，特に調査地南端部付近で検出した南一条条聞大

路北側溝であるSD11805から， 長岡京期の土師器 ・須恵器 ・墨書土器等の土器類が多量に出

土した。 出土量は， 今回の調査で出土した土器類の大半を占めている。また，掘削面積が少

ないにもかかわらず，南一条条聞大路南側溝であるSD11806からもまとまった量の土器が出

土した。このほか，量的には限られるが，建物の柱穴 ・井戸 ・溝 ・土拡からも種々の土器が

出土している。

出土した土器 ・土製品は，土師器 ・須恵器のほか，墨書土器 ・黒色土器 ・緑軸陶器・灰紬

陶器 ・二彩陶器 ・青磁・白磁 ・ミニチュア土器 ・弥生土器 ・瓦器 ・製塩土器 ・土馬 ・土製紡

錘車・転用硯等がある。また，わずかではあるが，縄文土器片も出土している。 量的には，

土師器 ・須恵器が圧倒的に多数を占め，それもわずかな量を除き，長岡京期のものである。

須恵器には，古墳時代後期のものや平安時代のものがあり，土師器も中世のものや長岡京期

よりやや時代の降るものが少量認められる。なお，長岡京期の土師器中には生駒西麓産の羽

釜片がごく微量含まれている。

ことでは，出土土器の多くを占めるSD11805出土の土器を中心に報告する。以下，遺構別

に記すが， 墨書土器・施勅陶器 ・土製品 ・弥生土器については別項で記述する。なお，長岡
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京期の土器の分類については，奈良国立文化財研究所が平城京跡の調査で行っている土器分
（注7)

類lζ準拠した。

SD11805出土土器（第56・57・58図） 土師器の蓋（1～3）・杯A(5～9）・杯B(36～39）・椀A

(16～21）・椀c(10～14）・椀（15）・椀E(32）・皿A(22～28）・皿B(29）・皿c(30・31）・高杯（35）・

斐A(40～42)' 須恵器の蓋（44～46）・皿A(47）・皿B・杯A(52～54）・杯B(48～51）・椀c(55）・

壷（56）・壷A(63）・壷B(65）・壷E(66・67）・壷G(60～62）・壷L(57）・壷M(58・59）・鉢D(64）・郵

A (68），黒色土器の椀（43)' ミニチュア土器の甑（33・34）・寵片，製塩土器，転用硯等が出

土している。

土師器の蓋（1～3）は，やや丸みを帯びた平坦な頂部となだらかに湾曲する縁部からなり，

頂部にボタン状のつまみを付す。 外面lζ，比較的密なへラ磨きを施し， ロ縁端部はわずかに

内面に肥厚させる。法量は，口径14～15cmを測るもの（3）と，口径20cm前後を測るもの（1・

2）がある。杯A(4～9）は， 口径が14～15cmを測るもの（4～6）と， 17.5～19cmを測るもの（7

～9）の二種類に分かれる。大半は，平底からゆるやかに内湾気味lζ立ち上がり，端部をわず

かに肥厚させる（7～9）か，丸くおさめるもの（5・6）であるが，口縁部上半を外反させ， 端部

を巻き込み気味に内面l乙肥厚させるもの（4）もいくらか認められる。調整手法は， 外面全面

lとへラ削りを施す。ただ，口縁端部近くを削り残すもの（6・8）や，口縁上半部を削らないも

の（4）もある。杯B(36～39）は，体 ・底部の境に高台を付し，外面に比較的密なへラ磨きを

施す。 36は，内面にもへラ磨きを行い，さらに斜放射状の暗文を施している。 法量は， 36が

口径12.8cm・器高3.8cm, 37が口径15.8cm・器高4.4cm, 38が口径24.6cm・器高8.6cm, 

39が口径19.6cm・器高5.3cmを，それぞれ測る。椀A(16～21）は，口径11～13cm・器高2.8 

～4cmを測り，外面へラ削りを行っている。 20は，口縁端部近くの横ナデが強いため削り残

しが見られる。また， 21は，口縁端部近くまでは，ヘラ削りが及んでいない。口縁端部は，

多くがやや尖り気味に丸くおさめている。なお，21は，内面l乙漆が付着している。椀c(10 
～14）は，外面のロ縁端部近くを横ナデし， 以下は未調整で指頭痕を残す。外面には粗いへ

ラ磨きを施している。 法量から， 口径9cm前後のもの（10・11）と， 口径12～13cm前後のも

の（12～14）に分かれる。 12は， 内面に十字のへラ記号がある。椀（15）は，小さな丸底から内

湾して外上方に立ち上がり，口縁端部をわずかに肥厚させる。 外面の口縁上半部は横ナデし，

以下は未調整で指頭痕を残す。内面は横ナデ及びナデを施すが，ハケ自の痕跡が認められる。

口径13.lcm・器高4cmを測る。椀E(32）は，口縁部が内湾しながら外上方に立ち上がり，

端部を外反させ，尖り気味におさめる。内面及び外面の口縁端部に横ナデを施し，他は未調

整である。 口径は，10.7cmを測る。皿A(22～28）は， 口径が約16～17cmのもの（22～26）と，
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約20～2lcmのもの（27・28）の二種類がある。前者は，口縁端部を丸くおさめるもの（22～25)

が多いが，少量，端部を内面lとわずかに肥厚させるもの（26）がある。後者は，端部を肥厚さ

せているものが比較的多い。両者とも外面調整はへラ削りを行うが， 23・25のように口縁端部

近くを削り残すものや， 28のように口縁部上半は，へラ削りを行わず横ナデのままとし，下

半部から底部外面にかけてへラ削りを行うものもある。血B(29）は，口径27.4cm・器高3cm

を測り，貼り付け高台を付す。口縁端部をやや外反させたのち，巻き込むように内面lζ肥厚

させる。外面は，へラ磨きを施している。皿c(30・31）は， 口径9～lOcmを測る小型の皿で
ある。平底とわずかに外反して短く立ち上がる口縁部からなる。内面及び口縁部外面には横

ナデを施し，底部外面は未調整である。高杯（35）は，杯部外面lζへラ磨きを施し，筒部は，

断面八角形の面取りを行っている。筒部の成形は棒芯lζ粘土を巻き付ける方法によっている。

ミニチュアの甑（33・34）は， 33が口径6.6cmを測り，手づくねで作っている。斐A(40・41）は，

球形の胴部に「く」の字状に外反する口縁部をもっ。端部は内側lζ肥厚させる。胴部外面lζ

は縦及び斜方向のハケ目を施し，口縁部には横ナデを行っている。 40・42は，口縁部内面lζ

横方向のハケ目を施し， 42はその後横ナデしている。口径は， 40が15.2cm, 41が13.2cm, 

42カ527.6cmを測る。

黒色土器の椀（43）は，丸みを帯びた底部から口縁部が内湾して立ち上がり，端部を丸くお

さめる。内面及び口縁部外面上半に炭素を吸着させ，内外面とも密なへラ磨きを施している。

内面には，不整形な螺旋暗文を施す。口径13cm・器高4cmを測る。

須恵器の蓋（44～46）は， 平坦な天井部と屈曲する縁部からなり，宝珠つまみを付す。口径

は，44が11.6cm, 45が12.3crn, 46が17.2cmを測る。 12cm前後のものと， 17cm前後のものに

分かれる。 lillA(47） は，口径16cm •器高2. 7cmを測る。内面及び口縁部外面に回転ナデを施

す。ほかに，口径2lcm前後の大型のもの（115）も出土している。 115は，墨書土器の項lζ図示

した。杯A(52～54）は，平底の底部から口縁部が外上方lζ直にのび＼ 口径は12～13cmを測

る。 54は，内面上半に炭素が吸着している。杯B(48～51）は，底部と口縁部の境ないしやや

内側lζ高台を付し，口縁部が外上方に直に立ち上がるもの（49～51）と，内湾気味に立ち上が

り端部を外反させるもの（48）がある。法量は，口径15～17cm・器高5～6cmを測る。椀c(55) 

は，金属製の椀を模したもので，外下方にやや聞く高い高台を持ち，内湾して外上方に開く。

口縁部は， 途中にあまい稜を持ち，端部を外反させる。口径15.4cm・器高5.lcmを測る。外

面にはへラ磨きを施し光沢を持たせ，金属製品iζ似せる努力をしている。 壷A(63）は， 球形

の体部に短く直交する口縁を付し，内外面回転ナデを施している。外面には，自然軸が部分

的lζ薄くかかっている。 壷B(65）は，斜上方iと直に立ち上がる体部と， 平坦な肩と短い直立
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する口縁部からなり，外上方lζ聞く短い高台を付す。口径は， 10.8cmを測る。壷（56）は，口

頚部の破片で，外上方lζ立ち上がり，一度鈍い稜を持ったのち，大きく外反する。口径は，

10. 8cmを測る。唾壷の口頭部である可能性が強い。査L(57）は， 球形lζ近い卵形の休部lζ口

縁部が外反する口頭部を付したもので，貼り付けの高台を有している。胴部最大径は， 胴部

中央よりもやや上にある。壷M(58・59）は， 壷Lの小型品である。 58は，胴部最大径がほぼ

中央にあり， 59は肩部と胴部の境にある。 58は，体部最大径が体部高よりかなり大きく， 扇

平な感じをうける。また， 58・59は高台を有するが，図示していないもののなかで，無高台

のものがある。壷G(60～62）は，筒状の胴部と外反する細長い口頭部からなる。いずれも糸

切り底で，胴部が太くふくらむものの2）と，胴部が細長くふくらまないもの（60・61）がある。

前者は，色調が淡灰白色を呈し，胎土も良好で，調整も丁寧に仕上げられている。後者は，

青灰色を呈し，調整もさほど丁寧でない。量的には後者が圧倒的に多い。壷E(66・67）は，

口径9.8cm(66）と8.8cm(67）を測る。主連A(68）は，卵形の体部と外反する口縁部からなり，

端部は内外に拡張せず，外傾する面を有する。口径21.6cmを測り，体部内面は，軽くナデを

行い，当て板の同心円文が部分的に消されている。鉢D(64）は，短く外反する口縁部を持つ

もので，口縁端部はわずかに肥厚し，外傾する端面を有する。口径は， 26cmを測る。

これらの土器の大半は，溝の西半部から出土した。器種構成も豊富ではあるが，数量的に

は，供膳形態のものが圧倒的多数を占める。土師器の聾等煮沸形態のものは，かなり少なく，

また，出土地点、もより西半部に集中する傾向にある。須恵器と土師器の数量比は，須恵器l

k対し土師器2以上の割合でみられる。須恵器では，杯A・Bが最も多く認められ，土師器

では，杯A・皿A・椀A・椀Cが大部分を占めている。正確な数量比は， まだ検討の余地があ

るが，皿Aが最も多く土師器中の 4分の l以上を占め，杯Aが5分の 1近く，椀A・Cが合

わせて4分の l程度認められる。

SD11806出土土器（第四図） 土師器の杯A(75）・杯B(80・81）・椀A(76）・血A(77・78）・椀C

－皿C・壷E(79）・葱A(82）・高杯（83)'須恵器の蓋 ・杯A(69・70）・杯B(71・72・84）・皿A(73・

74）・皿B・壷B(85）・壷A・壷L・壷M・壷G・?i!IiA (86）・平瓶（87)' 黒色土器の椀等が出土して

いる。

土師器の杯A(75）は， 口径17.6cmを測り，外面は， 口縁端部近くを削り残して，全面へ

ラ削りを施し，内面は，ハケ目痕を残し，ハケ目を行った後検ナデを施している。椀A(76) 

は，外面全面lζへラ削りを行っている。皿lA(77・78）は，口径18cm前後のもの（77）と， 15cm

前後のもの（78〕がある。外面調整はへラ削りを行うが，口縁端部近くを削り残している。内

面にはハケ自の痕跡が残っている。 杯B(80・81）は，外面に比較的密にへラ磨きを施してい
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第 60図 SD11807ほ か出土土器実測図

88・89・92・101・103; SD11807出土 90; SE11808出土 93・98・100; SE11818出土
102 ; SB11815出土 90・91;SD11830出土 94～97; SX11856出土 104～107；包
含層出土 88～97；土師器 100～103；須恵器 98・99，ミニチュア土探 106; 
灰粕陶器 104・105・107；緑糊陶器

る。 81は， 内面lζ正放射等の暗文がある。整A(82）は，「く」の字状に口縁部が外反し， 端

部は内側に肥厚させ，口縁部内面は，横方向のハケ目を施している。外面端部は，幅の広い

ハケ目を縦方向に施す。口頭部外面には，横ナテーが施されているが，ハケ自の痕跡がある。

高杯（83）は，裾部にへラ磨きを施し，筒部を断面七角形lζ面取りしている。

須恵器の杯A(69・70）は， 口径Hem前後のもの（69）と， 口径15cm前後のもの（70）がある。

70は， 口縁内面上半部lζ炭素を吸着させている。杯B(71・72）は，口縁部と底部の境または

その内側K短い高台を付し， 口径13cm前後のもの（71）と， 16cm前後のもの（72）がある。皿

A (73・74）も，口径15cm前後のもの（73）と，23cm前後のもの（74）がある。 73は，口縁部がわ

ずかに外反し， 74は，端部を内側lζ肥厚させる。 壷B(85）は，図示したもののほか，肩部lと

紐をもつものが出土している。平瓶（87）は， 口縁部を除き完形品で，体部最大径が24.6cm 

を測る。 1点のみ出土した。 84は，杯Bの底部中央の内外面に穴をあけている。貫通はして
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おらず，用途不明である。壷E(79）は，口縁部は内傾し，体部外面にへラ磨きを施す。

なお，土師器の杯A・皿Aは， 図示したほか，外面のへラ削りの削り残しゃ内面のハケ目

痕の認められないものも出土している。量的には，こちらの方が多い。

SDl 1807出土土器（第60図） 土師器の杯A ・椀A(88）・椀D(89）・血A(92），須恵器の

杯A・杯B・皿A・皿B(101）・壷1¥1(103）等が出土している。

88は，外面へラ削りを施し，口縁端部近くに部分的lζ削り残しが見られる。 89は，ヘラ削

りの後，粗くへラ磨きを施している。口径は， 88が12.7cm, 89が13cmを測る。 92は， 口径

16. 5cm・器高2.lcmを測る。外面へラ削りを施し， 口縁端部近くに部分的な削り残しがあ

る。 101 ~ま，高台を有し，底部から内湾気味lζ立ち上がる。端部は尖り気味に丸くおさめて

いる。口径24.6cm・器高5.5cmを測る。調整は回転ナデが施されている。 103は，平底で，

底径は3.8cmを測る。糸切り底である。

SD11830出土土器（第60図） 土師器の椀A(90・91）等が出土した。乙の溝からの出土遺物

は少なし 図示したもののほかは土師器 ・須恵器の細片である。

90・91とも小さな平底から内湾して立ち上がり，端部は丸くおさめる。 90は，口径13cm・

器高3.4cmを測り，外面はへラ削りを施し， 内面はハケ自による整形を行った後，横ナデ及

びナデを施している。 91は，口径12.7cm・器高3.8cmを測り，外面はへラ削りを行い， 口縁

端部近くを削り残す。内面は横ナデを施している。

SEl 1808出土土器（第61図） 須恵器の杯B(117一墨書土器一），ミニチュアの誼等が出土し

ている。

117は， 口径15cm・器高2.3cmを測る。口縁部と底部の境やや内側lζ高台を付す。口縁は，

端部をわずかに外反させる。

SE11818出土土器（第60図） 土師器の皿c(93），ミニチュア土器（98），須恵器の杯B(100) 

等が出土した。

100は，井戸の掘形内から出土したもので，口径12.2cm・器高4.2cmを測る。高台は，底部

と口縁部の境より内側にあり，外下方にやや聞き気味に付しである。 93は， 口径lOcm・器高

2cmを測り，内面及び口縁外面は横ナデし，底部外面は未調整で指頭痕を残す。98は，丸みを

帯びた底部と外上方lζ大きく聞く口縁部からなる。口径6.4cmを測る。 ミニチュア寵の上に

のせる饗であろう。

SB11815出土土器（第60図） SB11815の柱穴内から須恵器の高杯（102）・杯B・壷G，土

師器の杯片等が出土しているが，102及び壷Gを除き小片である。

102は，口径24cm・器高13.8cm・底径7cmを測る。杯部の口縁は， 内湾して外上方に大きく

聞く。脚部は，裾がラッパ状に聞く。調整は回転ナデを施している。
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SXl 1854出土土器（第60図） 土師器の皿c(94～97）が出土している。この遺構は，銭貨と
乙の皿Cが集中して出土した特殊遺構である。

皿Cの法量は， 94～96が口径9.2～9. 5cm, 97が口径11cmを測る。器高はいずれも2cm前

後である。

施粕間器（第60図） との調査では緑勅陶器8点，灰柚陶器1点，二彩陶器1点の計10点、の

施粕陶器が出土している。乙のうち，二彩陶器を除きすべて遺構精査中の包含層出土である。

二彩陶器は，小壷蓋の小片でSD11806から出土した。緑紬陶器は，椀の底部が7点，火舎

か壷の高台片が1点、出土している。後者を除きすべて硬質の焼成である。図示した3点（104

・105・107）は， いずれも削り出し高台で， 104が高台径7.6cm, 105が8.4cm, 107が7cmを測

る。粕調は，やや濃い緑色である。 火舎または壷の高台片は，軟質の焼成で，紬調も淡緑色

で，生地も黄白色を呈する。 106は，灰糊陶器で，椀の底部である。 高台径6.8cmを測り，

外下方にやや広がる貼り付け高台を持つ。

墨書土器（第61図〉 南一条条聞大路北側溝（SD11805）や同南側溝（SD11806), 井戸

(SE11808）等から40点以上の墨書土器が出土した。やはりSD11805から出土したものが大半

を占める。ただ，字の大半が欠けていたり，土器が小片でわずかに墨痕がある程度のものも

多い。 SD11805出土の資料を中心に図示した。

108は，須恵器の壷蓋の裏面中央付近に「吉 吉」と記されている。吉祥句であろうか。

口径は， 13cmを測る。 110は，須恵器の蓋の頂部外面に字が記されている。 「智」と判読で

きる。なお，蓋の内面は，転用硯として使用されている。 111は，須恵器の葦のつまみに「十」

と記されている。 112は， 口径13.8cm・器高3.5cmを測る須恵器杯Bの外側面に， 土器を逆

にして「銭」と記されている。乙れには，土器が欠けていて字体はわからないが，さ らに1

文字分墨痕がある。底部を硯として使用した痕跡がある。 113は，須恵器杯Bの底部裏面lと

「内膳」と墨書しである。 114は，土師器の皿Aの底部外面に「克」と記されている。解読

はまだできていない。中国の則天文字の中lζ似たものがあるが，詳しくはわからない。 115

は， 須恵器の皿Aの底部外面中央付近に墨書されている。半分近くが消えており，字は判然

としないが，厨と読める可能性もある。 116は，土師器の椀Aの底部外面lと「丁」と墨書さ

れている。 109は，土師器の椀Aの口縁部内面に 「十」と記されている。119は， 土師器の杯

または皿の底部片の外面に「楊」と書かれている。 120は，須恵器の小片の底部外面に「厨」

と記されている。以上は， SD11805から出土したものである。

117は，井戸SE11808から出土したもので，須恵器の杯B底部外面に「充」と記されている。

118は，土師器の杯Aで，その外面全体に墨書が認められる。おそらく習書と思われる。
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土師器 108～ll6・119・120; SD11805出土 118 ; SD11806出土 117 ; SE11808 
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。
0 
圃圃・＝・・’2

10cm 

第 62図 土製品実測図

1；土馬 2；土製紡錘車 1・2;SD11805出土

乙れは， SD11806から出土した。

残りの121・122・123・124は，いずれ

も包含層から出土したもので，「十」

「大」「上」「丸Jと記されている。 「丸」

は人名であろうか。 122・123・124は須

恵器に， 121は土師器に書かれている。

土製品（第62図〉 土馬や土製紡錘

車等が出土している。土馬は， 図示

した頭部の破片のほか数点出土している。図示したものは， SD11805出土で，他lζ同じ溝や

SD11806，井戸等からも出土している。土製紡錘車は，土師器を再利用して，まわりを打ち

欠き作っている。径5.2cm・孔の径0.8cm・厚さ0.7cmを測り， SD11805から出土した。

（山口博〉

弥生土器（第63図） 少量ではあるが， SD11845から出土している。破片のみで完存するも

のはなく，器種は壷・護に限られる。すべて弥生時代後期に属するものである。

壷は長顎壷（125)1点のみを検出した。器体の大半は欠損しているが，全形を知るζとが

できる唯一のものである。細長い円筒状の頚部を有し，口縁がハの字状lζ聞く。 最大腹径が

器高に比べて大きく扇平な器体を有する。底部は小さな平底で，へラ状工具による組掻きが

見られる。口縁外面lと強いナデによる擬凹線の施文を5条施す。器表外面は，口縁部・体部

をナデ後丁寧なへラ磨き。内面は，主にナデによる調整を行い，底部lζは繊維の束状原体に

よる調整を施す。胎土は，長石・石英を主体とする微細な砂粒を含み良好。

芳三F弐

。 10cm 

第 63図弥生土 器実測図 （SD11845出土）
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聾は，口縁1点，底部2

点を確認した。体部破片の

観察によると外面にタタキ

成形痕跡を顕著に残すもの

とハケないしナデによる最

終調整を行うものがある。

126は，受口状の口縁を持

ち，口径12.8cmを測る。口

縁部及び肩部に櫛状工具に

よる連続刺突文を施し， 頚

部lとは同一工具による直線
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文を施す。いわゆる近江系斐である。調整は器壁が荒れており不明である。口縁外面Kはス

スが付着している。胎土には径1～2mmの長石 ・石英粒のほか頁岩 ・赤色酸化粒等多く含む。

127は全形は明らかでない。やや凹状の小さな底部である。底径3cmを測る。体部外面は

タタキ成形の後， 下から上へ荒掻きする。内面は荒い板状原体を用いた後細かいハケを部分

的lζ施し仕上げとする。内底面には指頭圧痕，爪跡が明瞭に残る。砂質の胎土を持つ。

（田代弘）

九.，，....，，よ＝：：：：・：：：－；叫
〆、J 〆、内 伊崎＇＂＝－·~~－

.. ，，＂＂＂＂へてふん与 <t<.:) 
可寺山ヘJ し，，

・＂＂＂＂＂＇＂＇局 ＂＂＊
伸一戸.

第 64図

1 

〆
〆
／
 

2 

3 

修；：
。 20cm 

1；車l丸瓦 2～4；車｜平瓦 1; SD11805出土 2～4；包含届出土
粁瓦実測 図及び拓影
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第 65図木製品実測図 （1) 

1～4；人形（祭杷具） 5・6；斎串 7～18；櫛（身飾具） 19；木印（文房具）
20～26；曲物 28；桜皮 30；桧扇 31；杓子 32；匙 35；箸 36～ 
39；挽き物容器 27・29・33・34・40；不明木製品

’I 
』－' 

I'  

' 

!!32 
":34 

33 
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瓦（第64図）(2) 

この調査では瓦の出土量は少なく，軒丸瓦2点，軒平瓦6点，丸 ・平瓦整理箱2箱程度で

量は少ないながらも，軒平瓦がすべて飛雲文系軒平瓦であることは興味深い。ある。ただ，

1は，単弁16葉の軒丸瓦で，平城宮の6133型式である。色調は灰黒色を呈し，丸瓦部外面

2～4は，すべて包含層から出土した。は縦方向lζへラ削りする。 SD11805から出土した。

4は， 6802型式である。色調は， 2が灰黒色を呈し， 3・43は， 6802型式，2は， 6801型式，

が淡褐色を呈している。この他， SE11808から 2点， 包含眉から 1点，軒平瓦が出土してい

博〉（山口る。

木製品（第65～69図）( 3) 

ζの調査で出土した木製品は，各種のものがありその数も多い。そのほとんと、は，南一条

溝の西部と東部SD11805では，条間大路北側溝SD11805・同南側溝SD11806から出土した。

SD11805・06以外では， SD11805周辺，井戸SE11808・18から出土から出土したものが多い。

している。出土遺物には，人形 ・斎串 ・櫛 ・木印 ・曲物・挽物容器 ・杓子 ・匙 ・組合せ具 ・

48 
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仁コー命
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己主ヨ

43 

I 41 
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ト－ II ・
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~ラ
49 

46 

木製品実演！J図（2) （用途不明木製品）
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第 66図
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用途不明有頭棒 ・えぶり状木製品などがある。SE11808からは， 鉄身が着いた万子（第70図－

1）が出土した。

禁問具（第65図1～6) 人形， lは短冊状の肩平な板の上端を圭頭にっくり，板の両側から

切り込みを入れて頭と胴を表している。下半の一部を欠くが？肩から下は直線的で脚は切り

出していないと推定される。腕の表現は明瞭でない。頭部に頭と顔の境界を表す墨痕と， 顔

の表現とおもわれる墨痕がみられる。長さ 15cm・幅2.5cm・厚さo.2～0. 3cmを測る。 SD

11806から出土した。 2は，上端を圭頭にした人形頭部で，墨痕がわずかにみとめられる。

3・4と人形頭部とおもわれるものである。 2～4は， SD11805から出土した。

斎串5は， 短冊状の肩平な板の上端を圭頭lζっく り， 下端を剣先状につくる。圭頭部の直

下に削り込み痕がみられることから，削りかけがあった可能性が高い。長さ 19.lcm・最大

幅2.3cm・厚さo.1～0. Zcmを測る。6も5と同様な形式であるが，削り込み痕はみられない。

頭部とそれ以外の2片に分かれているが同一個体とおもわれる。最大幅1.Scm・厚さo.1～ 

0. Zcmを測る。 5はSD11805, 6はSD11808から出土した。

身飾具（第65図7～18・30) 18のみ竪櫛で他はすべて横櫛である。完形品はない。7・11・12は

肩がやや角張る形式である。 11は歯先まで残存し， lcmあたり10枚の歯を挽き出す。最大幅

4cm・背幅0.65cmを測る。 18は， 側線と一枚の厚手の歯をつくる。 乙の歯は両側から切り込

んでいる。現存長は，lOcmを測る。 7・8・11・12・15・18はSD11805から， 10・14・16はSD11806

から， 9・17はSE11808から， 13はSE11818から出土した。

30は， 短冊状の薄板lζ，隅丸方形の孔を持つもので，桧扇の可能性がある。下端iζ刃物で

切った痕があり，上端を欠く。現存長4.Scm・幅1.Zcm・厚さO.lcm前後を測る。 SD11806

から出土した。

（注8〕
文房具（第65図19) 木印（19）は，紐に孔を持つ「有孔弧紐」形式の高さ6.lcmの木印であ

る。 印面は円形で，径2.7cmを測り，紐の孔は0.3cm前後を測る。印文は読めないが， 1字

ないし2字の朱文（陽文）で，文字および周辺には墨痕がみとめられる。この木印は， SD

11806の最下層である砂磯層から，土師器 ・高杯胸部の中空部分に，印面を上にした状態で

出土した。 木印の平安時代までの出土例は，平城宮跡でl例（「木」八角形印），平安京西市

跡で1例（「里J正方形印）が知られる（後に大宰府跡で 1例の陰刻 ・多角形印の存在を知っ

た。）。 印面の墨痕が何を意味するか，現段階では明確でない。

容器（第65図20～26・28・36～40) 21・22は，曲物側板で樹皮のとじ方がわかる資料である。

28は樹（桜）皮である。

20・23～25は，蓋板 ・底板と推定されるもので， 251Cは側板を止める目釘が打ち込まれて

nu 



。

第67図木印出土状況図
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いる。目釘は径13.5cm・長さ2.2cmを測る。 25は径21.5～22. 1 

「m, 23は径lOcmを測る。18はSE11818から，他はSD11805

から出土した。

挽き物36は，表面にロクロ挽き痕が明確にみられる。羽釜

形の容器である。復元口径は10.2cmとなる。 37は， 高台を挽

き出した椀と推定されるものである。 39と同一個体の可能性

が高い。 37～39には両面lζ黒漆が塗られている。いずれも

SD11805から出土した。

食事具（第65図31～35) 31は， 扇平な板の先端を半円形に

つくる，いわゆる「めしじゃくしJIC類似した杓子形木製品

である。現存長12.7cm・幅5.lcm・厚さ0.4cm前後を測る。

32は， 細板の先端を薄く， 軸を細く削った匙形木製品である。現存長10.2cm・最大幅1.7 

cmを測る。 33～35は，断面円形，多角形の棒状木製品である。 35は箸と推定される。いずれ

もSD11805から出土した。

工具（第70図1) 刀子柄は， SE11808から鉄身が着装されたまま出土した。面取り加工さ

れ，自然面を残さず，断面は円に近い多角形である。茎孔は柄元部分で，断面三角形である。

長さ13.9cm ・径約1.4cmを測る。

用途不明木製品（第65図27・29・40 第66図41～52) 27は，肩平な板材を円形に削り，紡錘

様につくるが，穴をあけていない。径3.7cm・厚さO.6cmを測る。 40は， 表面l乙黒漆が塗ら

れており，箱状のものの一部と推定される。 27はSD11805,40はSD11806から出土した。

41は，板材の上面を弧状lζ加工するが，裏面は割裂いたままである。中央lζ組合せ用の凹

みを削り出し，中央と両端近くに孔を穿っている。両端の孔には目釘が残っている。紡織糸

巻に類似したものである。長さ19.2cm・幅2.4cmを測る。 SD11805から出土した。

42は，断面楕円形の棒の上端を削り頭を表現し，下端を剣先状lζ削る。長さ14.9cm・幅

1. 6cmを測る。 43は，丸木の下端を模形に切り落し，上部は表面が磨かれた様iζ滑らかで，

下部は面取り加工がみられる。長さ 15.lcm・最大径3cmを測る。 46は，断面が長方形の板

材の両端に切り込みがみられる。 44・45にも浅い切り込みがある。 47は，心持ち丸木の端を

削り， いわゆる「木隅」様につくる。 49・50は肩平な板材の断片である。 51は「えぶり」状

木製品で，大きな鋸歯をっくり， 左端lζ柄穴と推定されるものがみられる。 52は祭杷具の可

能性がある心持ち丸木の断片で，断面lζ切断痕が確認でき，表面に樹皮の一部が残っていた。

長さ5.5cm・径約3.lcmを測る。52はSE11808,43はSE11818,41・48～50はSD11805,51は
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一⑮－ ーゆ－

。

3 4 5 6 

。 40cm 

2 

第 68図 SE11818井戸枠実測図

1・2；隅柱 3～6；横桟
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SD11850，他はSD11805周辺から出土した。

井戸枠（第68図） 井戸SE11818は，縦板組隅柱横綾止めで遺存状況がきわめて良好であっ

た。縦板は，長いもので1.40cm，幅広いものは20cmあるが，断ち割ったままの長さ ・幅とも

に様々で，これらを2～3重に重ね合せている。隅柱は，すべて心持ち丸太材を面取り加工

している。手斧で削り取った痕を明瞭にとどめる。柄穴は，直交するが各々交わらないよう

に，位置をずらして穿ち，その間隔は1.5尺（45cm前後）ある。 1の北東隅柱は？長さ134cm・

径12cm前後を測る。納穴は，5cm×4cm前後の長方形で，深さ4～5cmを測る。上から三段目

（最下段）の納穴は，位置（間隔〉がずれたためか，穿ち直されている。このため，大きくなっ

た柄穴に合せて横桟5の出柄の一方が大きくなっている。横桟は，断ち割った角材の両端を

粗く削り落して出柄をつくる。 4は長さ103cm・幅6.7cm, 5は長さ105cm・幅7.7cmを測る。

柱根（第69図1・2) 1・2の柱根には，訣り取った溝がめぐる。 2IC::::は，斧または詑で切り込

んだ痕が明瞭に残る。 いずれも，心持ちの丸太材で，1は先端を平坦に削り取り，2は尖り

ぎみに切り取っている。乙の溝は，運搬する際l乙筏を組む縄掛けと推定されるが，柱を固定

する場合の造作の可能性も捨て切れない。 lは現存長34.5cm・径16.4cm, 2は現存長31.5 

cm・径12.5cmを測る。lは， SB11810から， 2は， SB11815からそれぞれ出土した。

。
2 

30cm 

第69図 柱根・杭実測図

つdnu 

3 

杭（第69図3) 3 

の表面は焼かれて炭

化している。そのう

え，径約5cmの孔が

穿たれている乙とか

ら，杭Iζ転用された

乙とがわかる。以前

の用途は不明である。

現存長26.8cm・幅

14. 2cmを測る。 SD

11815の北東杭列，

SX11863から出土し

た。

(4) 金属器（第

70図〉

この調査で出土し
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た金属器は合計12点ある。南一条条聞大路北側溝SD11805から，銅製丸鞠 ・銅製鋤j先 ・鉄鉱

・鉄釘が出土した。素掘り井戸SE11808から万子（柄付），コテ状鉄器が折り重なって出土し

た。縦板組井戸SE11818から，万子が出土した。掘立柱建物跡SB11815の北方で鉄釘が出土

した。以下に，各々の金属器について記す。

刀子（第70図l～3) 1は， SE11818の下層から柄を着装した状態で出土した。万関と万棟

を明瞭にっくり出した平造り角棟の刀子である。万長10.7cm・棟厚約0.3cm・万先の身幅1.2 

cmを測る。 2・3は， SE11818から出土した。 2は，現存長6.4cm, 3は，現存長6.3cmを測る。

いずれも万身のほとんどを欠いているが， 1と同様の形態と思われる。

鉄鍍（第70図4) SD11805から 出土した。平造りで茎頭を欠くが，現存長7.6cm・茎幅

O. 4cm・茎厚0.3cmを測る。

鉄釘（第70図5～9) 5・8は，SD11805から，6・9は， SB11815の北方から， 7は， SB11815

の東方から出土した。 5・6は，断面長方形の脚頂部iζ方形の頭部を鍛接した方頭釘と呼ばれ

るものである。 5は，現存長8.7cmを測る。 6は，完形品で長さ4.5cmを測る。 9は，断面

方形の胸l頂部lζ円形の頭部を鍛接した円頭釘と呼ばれるものである。頭部径2.4cm前後，現

存長5.2cmを測る。

コテ状鉄器（第70図10) SE11808から出土した。平板なコテ状部と屈曲した袋状柄取り付

⑬ 

-cコ

3 7 
-()-

10 

白 〔－Q 0 
20cm 

第 70図金属器実測図

l～3；万子 4；鉄鍛 5～9；鉄釘 10；コテ状鉄器 11；銅製丸制
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け部からなる用途不明の鉄器である。コテ状部分は，わずかに湾曲し先端lζ刃をつけている。

全長18.5cm・コテ状部先端幅lOcm・袋状柄取り付け部最大径2cm・同茎部幅1.6cmを測る。

コテ状部厚さ4cm前後・茎部最大厚さ8cmを測る。明瞭な用途は不明であるが，木柄を取り

付け，押し出すことによって木などを削るものと考えられる。

銅丸新（第70図11) SD11805から出土した。緑青等が付着しており，一部は薄くなり小孔

がみられるが，完形品の表金具である。乙の表金具は，横長で中央のふくらみが小さく，甲

高である。そして，透かし孔も横長となる。内側の3隅lと鋲足が鋳出されている。最大横幅

3. 34cm・最大縦幅2.lcm・最大高0.84cmを測り，透かし孔の長さ2.03cm・幅o.33～0. 4lcm 

を測る。

(5) 銭貨（第71図〉

銭貨は，乙の調査で合計10枚出土している（中国銭を除く〉。それぞれの出土地点 ・法量は，

付表2のとおりである。乙のうち， SX11856から6枚が土師器皿とともにまとまって出土し

た。そして， SD11805から l枚， SB11813の柱掘形から 1枚， SD11805の周辺から 2枚出土

した。そのうち，SX11856出土のものは，祭肥と関係するものとみられ，特lζ注意される。

以下に，銭貨の特徴を記す。

和同開弥 （第71図 1・2) lは，全体l乙青鋳（緑青〉等が付着し遺存状態がやや悪く，箔の

特徴は，明瞭ではないが，和同開玲AおよびBと思われる。2は， 全体lζ黄褐色の録Iが付着

し，摩耗が著しく詳細は不明であるが， 1とよく似ている乙とが窺える。

高年通費（第71図 3・4) 3は，緑青等が付着し遺存状況があまりよくないが，「年」 の第

4画が第6画へ斜めに接し， 「通」の一部が不明瞭であるが「通」のLのはねが上向きにな

る「横点寓年」と呼ばれるものである。 3も4と同様と思われる。

神功関賀（第71図 5～10) 5は，造存状況があまりよくないが，文字の鋳上がりは良好

であることがわかる。 「功」のっくりを 「力」 にっくり，「開」につくる。「力功神功」と呼

ばれるものである。 6は，緑青等が付着し，遺存状況が悪く， 一部を欠損するが，内郭にパ

リが残るととが窺える。「功」のっくりを「万」にっく り，「万」の第2画がやや長い。「開」

を「開」にっくり，「賓」の「員」が小さい。 7は，緑青等が付着し， 遺存状況がよくない

が，「開」を「開」 κっくり，「賓」の「貝」が小さい。「功Jのっくりを 「万JICっくり，

工へんが鋳つぶれたためか，行書風lζ第2函と第3画がつながっている。 8は， 緑青等が付

着し， 遺存状況が惑いが，「開」が若干右上がりに傾いていることが窺える。 9は， 遺存状況

があまりよくないが， 「功」のっくりを「万」にっく り，「開」を「閲」につくる。「賀」の

「貝」が小さく，外郭幅が若干広い。 10は，緑青等が付着し，遺存状況は悪く ，外郭縁をー

nu 
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91ζ似ている。部欠損する。文字は，

中国銭が4枚出土している。文字がわかるものでは，「照寧元賓」「元豊通賓」「天その他

政信）（石尾聖元賓」などがある。「照寧元資」は東西方向の中世溝1から出土した。

表

番号｜ 銭 貨 名（種） ｜遺 構 ｜地区IW( g) I G (mm) I N (mm) I g （阻）Inc阻）IT(mm)j t (mm) 

1 i和間関f.IJ;Aor I c1. s) 1 24. 02 I 20. 95 1 7. 75 I 6. 32 j 1. 37 1 o. 52 

2 I和同開祢 I c2. o) 1 24. 17 I 2i. 05 I 1. s7 1 6. 52 j 1. 37 1 o. 52 

3 I高年通賓Fカ 3. 6 1 25. 90 1 20. 97 1 s. 01 I 6. 45 11. 55 I o. s6 

4 I寓年通資F i sR・s [ 3. 5 1 25. 57 1 21. 10 1 s. 02 1 6. 15 11. 64 I o. so 
5 I神功闘賞B 3. s 1 25. 67 1 20. 40 I s. 02 1 6. 35 11. 32 I o. 95 

6 I神功関賓E I c1. 7) 1 24. 30 1 20. oo 1 1. 90 1 6. 35 11. rn I o. 49 

7 I神功開質E? 2. 5 1 24. 57 1 20. 60 1 s. 02 1 6. 42 11. 37 I o. 64 

s I神功開資Fカ 2. 4 I 23. 87 1 19. 52 1 7. 80 I 6. 37 11. 26 I o. 90 

9 I神功開質 j 19T I 4.1 I 24. n j 20. 95 j 8. 2516・ 60 j 1. 86 I 1. 01 

10 l神功開質 I 8R・sI 2. 6 1 24. 40 1 19. 77 1 8. 05 I 6. 35 j 1. 34 I o. 86 

覧イ直演。計貨銭付表 2

銭貨の各部計測は，奈良国立文化財研究所 『平城宮発掘調査報告』VIl乙準じた。
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5. おわりに

調査の中心となった発掘区は， 長岡京左京一条二坊十町の南半部に当り，京域の中でも長

岡宮lと極めて近接した場所に位置する。そうした京内での重要度や周辺の調査結果から，長

岡京への遷都後，早い時期から整備が進められた乙とが想定されていた。調査面積は十町部

分で約4,700m2ある。乙れは，l町域（450尺四方）の1/4以上にあたり，長岡京の発掘調査とし

ては，比較的広い面積を掘削できたといえる。その結果，整然と配置された掘立柱建物跡群

の把握が可能となり，全体規模が明確にできたもので10棟あり， 完結しなかったものも 4棟

以上数えられる。建物跡群は，東西2群lと分かれ，特lζ東部の建物跡群では，北のほぼ中央

に位置するSB11802を中心に，その南側，大路側溝までの聞に東西対になる形を意識して建

物が配置されたものと考えられる。 しかし，中心的な建物跡と考えられるSB11802にしても，

その形状，柱穴の大きさなどから，決して大規模なものとは言えず，ある程度整然と配置は

されているものの，建物跡個々についてみると，全体的にやや規模の小さいものである。

乙れら，長岡京期の掘立柱建物跡及び条坊関係遺構等が，十町域内において，どのような

計画のもとに構築されたのか，その基本線を抽出してみたい。その基準として長岡京全体計

画が方眼に組まれ，一町が450尺四方，その中で町割に利用される部分が400尺四方であるこ
〈注9)

とを念頭におき， 1尺＝29.6cmとして計算する。その結果，十町域の東西を分ける中軸線は，

東 ・西建物跡群の聞にあり，南北の中軸はSB11802の北約20mlζ位置する。それを基準にし

て，さらに町内を100尺， 50尺等の等間隔で分割し，いわゆる四行八門制の範曙におさめた

のが第72図である。そこで各遺構と分割線の関係を見ると，東西線では， 中軸から南へ200

尺の線が，大路北側溝北肩を定り，そこに接するように柵SA11820が設けられている。その

線から北へ50尺の東西線が， SB11817・SB11811の北辺， SB11804の南辺を通り，さらに西の

SB11815北辺近くに結ばれる。その線からさらに北， 50尺の線が，SB11810・SB11812の北辺

にほぼ合致している。南北線では，中軸から東へ100尺の線が，南からSB11819の西辺，SB

11811の東辺を通り， SB11810の身舎部分の東辺を結ぶ位置を通っている。この東西中軸線に

ついてもそれに沿った形の施設は認められない。 SB11802についても見ると，先lζ述べた各

分割線からややずれるが，南北中軸から50～100尺，東西中軸から100～150尺の範囲のほぼ

中央に位置している。以上のように，乙れらの各遺構が，ある程度，町内の中軸線を基本IC,

大路北側溝を南辺として， 400尺四方の町割が計画され，建物が配置されたことが窺える。

その性格が確定し得なかったものの一つに，長岡京期の建物跡等と方位の揃う， SD11821

～11824・11835・11836等の溝群がある。遺物等から時期を確定することができず，遺構説明

では，長岡京期の項に入れなかったが，建物跡群とは重複せず，また，方向 ・埋土の状況か

ヴ
dnu 
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ら，それらと時期が大きく異ならないものと考えられる。このことから，乙れらの溝が，建

物跡群等と同時期のものとした場合， SD11821～11834については，その形状から，宅地内

lζ部分的に設けられた小規模な農耕lζ伴う遺構であることが想定できる。しかし，乙の宅地

内における中心的建物であるSB11802のあまりにも近傍なまで迫っている点等から同時期で

あるζ とへの疑問が残るとともに，逆lζ同時期の小規模な農園的なものとした場合は，その

用途について考慮しなければならない点を残す。 SD11835・11836については，やや不安定が

ら溝心間で3.7～3. 9mあり， SD11835が東西中軸の西，約7.5mの位置にある。乙れも同な時

期のものとした場合，基本的な計画線には合致しないが， SD11807・SA11820の西端との関連

もあり，東と西の建物群をある程度区画するための施設を想定する乙ともできる。ただ，

SD11853等のSB11811付近を通る細い溝は，方向もやや振れ，長岡京期より後出のものも含

まれ， SD11835・11836等と類似するもののすべてを同ーに扱えない。

調査の結果から，町域南半で未調査の部分も多く残すが，これら東 ・西の建物群について

は，建物の規模 ・配置，井戸の位置等から， 一連のものであり，少なくとも南半町を占地し

ていた宅地内のものと考えられる。建物群の性格については，周辺の調査結果や，宮域との

関係 ・建物配置および，墨書土器 ・転用硯などの出土造物，あるいは平安京との対比などか

ら，官街的なものであった可能性が高いと考えられるが，その機能を確定するに足る資料は

得られなかった。また，出土遺物は，多種多様であるが，その中には， 類例の極めて少ない

。onu 
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木印があり，長岡京期の土器類については，供膳形態のものが圧倒的に多い。 SD11805にお

ける土器類の出土状況を見ると，東部では，部分的に集中するか所もあるが，総量としては

少なし建物跡群に面した西部がはるかに多く，各建物跡群の機能の相違を示唆するものと

考えられる。 （長谷川達）

注l 条坊関係遺跡の呼称は，『向日市史』上巻による。

注2 戸原和人「長岡京跡左京第14次調査7ANE] S地区」『長岡京』 9・10号長岡京跡発掘調査

研究所 1978.ll 

注3 山中 章 ・清水みき ・不破隆・小林久彦 ・園下多美樹・松崎俊郎「長岡京跡左京第89次発掘

調査概要」（『向日市埋蔵文化財調査報告書』第13集向日市教育委員会） 1984 

注4 大阪層群からなる丘陵で，向日丘陵と通称され，高位の稜線上には大型の前期古墳が築造され，

その低位の部分IC，長岡京が造営されている。

注5 高橋美久二「長岡京跡昭和51年度発掘調査概要」（『埋蔵文化財発掘調査概報(1977）』 京都府教

育委員会） 1977 

注6 調査補助員として調査に参加したものは下記のとおりである（順不同）。

城田正博・浜口和宏・肥後弘幸 ・西岸秀文 ・万谷幸美・鈴木良章・福富仁・吉田野々 ・鍋田

勇 ・藤原ひとみ・藤沢秀樹・岩月有行

注7 「平城宮跡発掘調査報告VIIJ（『奈良国立文化財研究所学報』 第26冊 奈良国立文化財研究所）

1976 

注8 当時の印章には，認め印的な性格がないため，必ず押印しなければならないという必要は全く

ない。従って，文房具IL分類することには問題があるが， ととでは奈良国立文化財研究所編

「木器集成（畿内編）」によって分類した。

注9 各道路等の国土座標値については，『向日市史』上巻によった。
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